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一章








　胸を高鳴らせながら、雪ゆき香かは寝室で夫になったばかりの人を待っていた。

（今日は、柊さんとのはじめての夜）

　雪香は婚約関係だった大おお浦うら柊しゅうと、入籍と式を済ませて夫婦になった。旧姓である『坂さか田た』から『大浦』──柊と同じ姓に変わったのだ。その事実は雪香の心を柔らかにくすぐり、甘ったるい心地にさせる。

　今日は夫婦関係となり、一緒に暮らしはじめた最初の日。

（どうしよう、ちゃんと触れてもらえるのかな。もっと可愛い寝間着にすればよかったかも）

　雪香は自身の服装を見返して、深い後悔をした。今日の寝間着はワンピースタイプのものだ。パステルピンクのもこもことした生地は可愛らしくとても温かいけれど、男性を誘う場合は適切ではなかったかもしれない。いや、確実に適切ではなかったと雪香は肩を落とした。

（私、ただでさえ……子供っぽいのに）

　小さく息を吐きながら艶のある黒髪を指先で弄ぶ。雪香は友人によく「小動物のようだ」と言われる。身長は平均よりも低く、目は黒目がちで大きいが、ほかの顔の部位の作りは小作りだ。うさぎのような印象だと柊にも言われたことがある。つまりは、童顔なのである。そんな自分なのだから、大人の女に見られるようにもっと背伸びしたものを着るべきだったのだ。今さらのそんな後悔をしながら、雪香は深く落ち込んだ。

　しかし着替えようにも時すでに遅く、廊下から柊の軽やかな足音が聞こえてくる。

（ど、ど、どうしよう！）

　いざその時が迫ってくると、焦りばかりが一気に込み上げた。雪香と柊は婚前交渉をしていない。それどころか、キスすらせずにこの日まできてしまった。

　その上、雪香は齢二十四歳にして男性経験が一度もないのだ。立派な箱入り娘だったので学生時代は親が目を光らせており、大学を出てからは実家で在宅での翻訳の仕事をしていたため出会いの機会などまったくなかった。恋愛自体にあまり興味がなかったし、柊がはじめて付き合った人になったので結果的にはこれでよかったのかもしれないとは思っているが。

「雪香」

　柊の落ち着きのある低い声が、扉の向こうで響く。

「は、はい！」

　答える雪香の声が裏返ったのが察せられたのか、柔らかな忍び笑いが耳に届いた。
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　時は半年前まで遡る。雪香と柊の出会いは、親同士が決めたお見合いだった。

　雪香の父は高級フルーツの輸入と販売、そして全国でパーラーの経営をしている『桃香屋』の社長である。明治の頃からの老舗だが、その業績は今でも右肩上がりだった。

　一方、柊は大手菓子メーカー『アルイク』の次期後継者だ。こちらも戦前から存在する歴史ある企業で、中央区京橋に本社ビルを構えている。柊はその本社で部長職を勤めつつ、次期後継者として研鑽を積んでいた。

　老舗二社の社長同士が業務提携をきっかけに意気投合し、互いに未婚の子供がいることがわかり。政略結婚……と言うには少し緩い見合いの席が設けられることになったのだ。

「はじめまして。大浦柊です」

　お見合いの場となった料亭に現れた柊を目にした瞬間。雪香はその美貌に目を奪われてしまった。

　柔らかそうな質感の黒髪、涼し気につり上がった茶色の瞳。顔立ちは見ていて感嘆の息が零れるくらいに整っているが、表情は薄く少し冷たい印象を受ける。見上げるほどに背が高く、恐らく百八十センチ台の半ばはあるだろう。その長身は仕立てのよいライトグレーのスーツに包まれており、軽やかな色合いは彼の涼しげな雰囲気によく合っていた。年齢はたしか二十九歳だと聞いている。

　隣に座る父にちょんと脇腹を突かれ、雪香は慌てて背筋を伸ばした。すっかり柊に見惚れており、挨拶を忘れてしまっていたのだ。これでは、失礼にもほどがある。

「はじめまして、坂田雪香です」

　声がわずかに震えてしまう。心臓の音がなんだか大きい。頬も妙に熱いような気がする。こんなことははじめてで、雪香は戸惑った。あとから考えると、あれは一目惚れだったのだ。

「その、大浦さん。本日はよろしくお願いいたします」

　挨拶を最後まで言い切ってから、ぺこりと頭を下げる。そしてふたたび顔を上げると──柊の頬も先ほどより少しだけ赤いような気がした。けれどそれは一瞬のことで、雪香の中では『見間違い』という扱いになった。

　お見合いの間。あとから父にからかわれるくらい、雪香は柊に見惚れっぱなしだった。けれど柊の方は丁寧ではあるものの終始冷静な態度で、お断りされるかもしれないと雪香は肩を落としたものだ。

　しかしそんな心配は杞憂だったようで、雪香はめでたく柊の婚約者となったのである。

　半年の婚約期間ののちに二人は結婚することになり、雪香ははじめての『お付き合い』に浮かれながら薔薇色の妄想を羽ばたかせたのだが……。

『柊さん』、『雪香』と名前で呼び合うようになり時折二人でデートする仲になっても、柊は手を繋ぐ以上のことをなにもしなかったのだ。

（……柊さんは、私のことをどう思っているんだろう）

　その疑問は雪香の心に抜けない棘のように引っかかり、鈍い痛みを与えるのだった。




　二人が婚約してから、早四ヶ月。

　その日の雪香は精一杯着飾り、待ち合わせ場所で柊を待っていた。落ち着いた色合いのベージュのコート、白のトップス、淡い色合いのピンクのマキシスカート。それらは柊の隣に立つ際の釣り合いを考えながら、鏡の前で数時間悩んで選んだものだ。

　スマートフォンの時計に視線をやると、待ち合わせの時間より三十分ほど早い。

（デートが楽しみで、少し早めに着いちゃったな）

　そんなことを考えながら、雪香は口元を緩ませた。

　柊はデートの際に、毎回実家まで迎えにくる。今回も彼は家まで迎えに行くと申し出てくれたのだが、忙しい柊に来てもらうことを雪香は申し訳なく思っていた。加えて、一度でいいので恋人同士らしい『待ち合わせ』というものを経験してみたかったのだ。

『待ち合わせがしてみたい』と柊にねだると彼は承諾はしてくれたが……なぜだかかなり渋々という様子だった。

（もしかして、子供扱いされてるのかな）

　そんな考えが脳裏を過り、階段で足を踏み外しそうになった時のようなひやりとした感覚が背筋に走る。それをきっかけに、雪香の思考は暗い方へと引きずられていった。

　いくら取引先の娘とはいえ、毎回実家に迎えに来るのは過保護が過ぎると思う。手を繋ぐ以上のことをしてくれないことといい、柊から子供のように扱われている可能性は非常に高い。そんな相手となぜ婚約したのか……それはわからないけれど。

　柊と雪香の年齢差は五歳で、ごくふつうのカップルの規範に収まる年齢差のはずだ。なのに、子供扱いされてしまうということは……。

「私、やっぱり子供っぽいのかな。……困ったなぁ」

　小さくつぶやき、ため息をついた瞬間。

「なにが困ったの？」

　声をかけられ、そちらを見た雪香は目を丸くした。目の前には、見るからに軽薄そうな若い男が立っていたのだ。

「えっと、どちら様でしょう？」

「忘れた？　前に会ったこと、あるよね？」

　異性の知り合いなんてものには、ほとんど心当たりがない。そしてその少ない心当たりの中には、こんな顔はいなかった。服装や雰囲気から見て、父の取引先の人間でもないだろう。

　雪香は考え、首を傾げた。

　それは当然ナンパの常套句なのだが、箱入りの雪香には馴染みがないものだったのだ。

（きっと誰かと勘違いをしているんだ）

　雪香はそう結論づけると、男の勘違いをどう解こうかと思考を巡らせる。そんな雪香の手首を男は少し強めに掴んだ。

「あの、離してください。人違いかと思いますので」

「まぁまぁ、話してるうちに思い出すかもしれないし？　どこか店にでも入ろうよ」

　話を聞かずにどこかに歩き出そうとする男を前に、雪香は困り果ててしまった。しかしこのまま、男に連れていかれるわけにはいかない。強く踏ん張りなんとかその場に留まれたが、男に本気を出されればどうしようもないだろう。誤解を解いて早くこの手を離してもらわねばと、雪香は口を開いた。

「あの、困り──」

「俺の婚約者に、なにをしている」

　一瞬、それが誰の声だかわからなかった。その声がふだん聞く穏やかなものとはまったく違う、あまりに冷たいものだったからだ。

　男の手から雪香の手が取り返され、大きな手に握り込まれる。見上げれば、そこには男を鋭い視線で睨みつける柊の姿があった。

　男は柊の迫力に気圧され数歩後ろに下がったあとに、なにやら言い訳を口にしながらその場から去っていった。雪香は状況を呑み込みきれず、戸惑いながら恐ろしい表情のままの柊を見上げた。

「あの、柊さん」

「君は警戒心が足りないな。やはり、家まで迎えに行くべきだった」

　大きくため息をついてから、柊はちらりと雪香を見やる。そんな彼の様子に、雪香の顔はたちまちに青ざめた。

（呆れられ、た。ちゃんとあの方の誤解を解けなかったから？）

　柊の大きな手が伸びて、優しく頬に触れる。その頼りがいのある感触を感じながら、雪香は大きな瞳を瞬かせた。彼が手以外の場所に触れたことは、はじめてだったのだ。手はしばらく雪香の頬を撫でたあとに、温かさの名残を残して離れていった。

「あの男、雪香の手を──」

「……え？」

　小さなつぶやきが美しい唇から零れる。柊の手の感触の名残に気を取られていた雪香は、その言葉を聞き取り損ねてしまう。

「いや、なんでもない」

　柊はこほんと小さく咳払いをしてから、雪香に向き直る。そして雪香の小さな手を、両手で強く握った。

「それでだ、雪香」

「は、はい」

「あのような不躾な輩が世間にはたくさんいる。次からはまた君の家まで迎えに行くから、いいね」

　あの人は誰かと自分を勘違いしていただけで、柊の言うような『不躾な輩』ではないと思う。彼の名誉のためにそれは言っておくべきだろう。

「いえ、あの方は──」

「……いいね？」

　雪香が言葉を言い終える前に、真剣な表情と強い口調で念を押すように言われてしまう。

「……はい、わかりました」

「……いい子だ」

　眉尻を下げながら返事をすると、あやすような口調で返される。ちらりと見た柊の顔にはもう怒りの色はなく、それを目にして雪香はほっと胸を撫で下ろした。同時にやはり子供扱いされているのでは……という不安を覚えてしまう。

「さ、行こうか」

　柊に手を引かれながら、夕方の街を歩く。夕焼けに照らされた柊の横顔は美しく凛としており、この人に相応しい女性になるにはどうしたらいいのだろうと考えると、雪香の胸は切なさで満たされ苦しくなった。




　そんなことがあった日から、さらに二ヶ月後。

　柊と雪香は予定の通りに式を挙げ、夫婦となったのだった。
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「入るぞ」

　声と扉が開く音に、雪香はびくりと身を震わせる。

（ど、どうしよう。どうしたらいいんだろう）

　焦る心を押し殺しながら恐る恐る扉の方を見れば、風呂上がりで肌が上気した柊が立っていた。その匂い立つような色香に当てられて、雪香は夫を見つめたまま放心してしまう。

　艶やかな黒髪は湿気を帯びたことでさらに艷を増し、頬はうっすらと赤みを湛えている。寝間着のボタンは二段目まで外れており、そこからは鍛え上げられた胸筋が垣間見えていた。柊は週に何度かジムに通っている。その成果なのだろうと、雪香はぼんやりと考える。

「雪香、寝ていなかったんだな」

　柊のいつも通りの冷静な口調に、意識が引き戻された。

（……もしかして、寝ていてほしかったのかな）

　マイナスな方向へと、思考が引っ張られそうになった時。

「……よかった」

　今まで見たことのない柔らかな笑みを向けられ、雪香はあっけにとられた。

　柊は大股で雪香のもとへ行くと、大きな手を伸ばす。そして、雪香の手をしっかりと握りしめた。

「……雪香」

「は、はい！」

「近頃は式の準備やらで大変だっただろう。疲れてはいないか？」

　労りの言葉と、長いまつ毛に囲まれた茶色の目が向けられる。その視線は穏やかなものなのに、なぜだか熱を孕んでいるような気がした。

「大丈夫です！　疲れていません！」

「俺に触れられるのは、嫌じゃないかな？」

　手を握っていない方の手で、そっと頬に触れられる。大きな手のひらは温かく、少ししっとりとしていた。握られていただけだった手も、いつの間にか指先を絡める形に変わっている。密に触れ合う指と手のひらを見つめてから、雪香は頬を熱くした。

「い、嫌じゃないです」

　嫌どころか、ずっと触れられたかったのだ。このチャンスを逃すまいと勢い込んで言う雪香の唇は、柊の唇に塞がれた。突然のキスに雪香は目を丸くする。唇は角度を変えて何度も重ねられ、頬に触れていた手は首筋へと回る。さらりと素肌を撫でられると、背筋がぞくりと甘く震えた。

「雪香、口を開けて」

「はい、柊さ……んっ」

　甘い声音で命じられて口を開けると、そこから柊の舌がゆるりと侵入してくる。舌は雪香の前歯を軽く舐めてから、さらに奥へと進む。そして舌同士が、くちゅりと淫靡な音を立てながら触れ合った。舌を絡められ、時折優しく吸い上げられる。そうされると頭の奥がじんと痺れたようになった。

（気持ちいい。キスってこんなに、気持ちいいんだ）

　懸命にキスに応えていると、優しく頭を撫でられる。柊の手のひらの感触を感じていると、じわりと胸の内側が温かくなった。

「は、ふ」

　上手な息の仕方がわからず、酸素が足りずに苦しくなってくる。そんな雪香の様子に気づいたのか、柊は唇を離すとまた頭を優しく撫でた。

「息は鼻でするんだ」

「ご、ごめんなさい。はじめてなのでわからなくて」

　雪香の言葉に、柊の目は丸くなる。そんな彼の様子に雪香は首を傾げた。

「俺が……はじめて？」

「は、はい」

　もしかして引かれてしまっただろうか。二十四歳にもなって、なんの経験もない女は少数派であるという自覚はある。それが恥ずかしいことだとは、今まで思っていなかったけれど……。柊に引かれてしまうなら、ちゃんと経験しておけばよかったと雪香は少しばかり後悔をした。

「それは……なにもかも？」

「はい。お付き合いをしたのも、キスも。こういうことも……はじめてです」

「そうか、そうなのか。それは……嬉しいな」

　柊はそう言いながら頬を赤らめ、緩む口元を手で押さえた。その様子はどこからどう見ても、彼の言葉の通りに『嬉しそう』だ。

　──前言撤回。こんなふうに喜んでもらえるのなら、未経験で本当によかった。

　雪香はそんな現金なことを考えながら口元を緩めた。

「雪香。君は本当に可愛いな」

　雪香の名を呼ぶ柊の声は甘い。髪を一房取られ、優しく口づけられる。

（こんな柊さん……知らない）

　いつも凛としていて感情をあまり表に出さない。その態度は優しいものではあるけれど、甘い言葉を吐くようなことはない。柊はそんな人の……はずだったのに。

　目の前の柊は甘い声で雪香の名を呼び、熱のこもった瞳でまっすぐに見つめてくる。

（この人は、本当に柊さんなのかな）

　そんな馬鹿なことを思いながら視線を向ければ、蕩けるような笑みで返されてしまう。

　あまりにもまぶしい笑みを間近で直視してしまい、雪香の頬は一気に熱を持った。鼓動が速くなり、鳴り止まない。

「隅々まで、君を愛でさせてくれ」

　柊はそう言うと、雪香の首筋に顔を近づけ舌を這わせた。生々しい舌の感触が肌に触れ、未知の感覚が体に湧き上がる。

「や……っ」

　その感覚に押し出されるように小さく声を上げると、柊の目が愛おしげに細められた。

「もっと、可愛い声を聞かせて」

「そう言われましても……ひゃんっ！」

　ちゅっと肌を吸い上げられ、くすぐったさと同時にぞくりと背筋が震える。その震えは恐怖を感じた時のものに似ており、しかしそれと違って淡い快感に転換される。

「脱がせるぞ」

　柊は宣言すると寝間着をぐいと捲り上げた。あっという間に、雪香は下着だけの姿にされてしまう。パステルカラーの可愛らしい下着に包まれた体を目にした柊は、嬉しそうに頬を緩ませた。

「可愛い下着だな。君に似合ってる」

「あ、ありがとうございます」

　この下着は柊に見られることを想定して懸命に選んだものだ。それを褒められることは嬉しいが、まじまじと見られるのは恥ずかしい。頬を熱くしていると、額に軽くキスをされた。

　柊の手が片胸に触れ、優しく揉みしだかれる。「……大きいな」としみじみつぶやかれ、雪香の顔はさらに真っ赤になった。雪香は胸と尻への肉づきがかなりいい。そのことが本人としては長年のコンプレックスだったのだ。

「あ……っ」

　ブラを外されると、豊かな胸が淫らに揺れながら姿を現した。反射的に胸を手で隠すが、柔らかな脂肪の大半は手から溢れてしまう。胸を隠す手に、柊は啄むようなキスを繰り返した。

「柊さん、恥ずかしいので……」

「雪香、綺麗だから隠さないで。俺にぜんぶ見せてほしい」

　想い人に甘えるように言われてしまうと、雪香には断ることなんてできない。恐る恐る両手を外せば、柊が嬉しそうに笑った。その笑顔を見た瞬間。心臓が壊れてしまいそうなほどに大きな動悸を刻んだ。

（そんな顔をされると……なんでも許せてしまいそう）

　笑顔に見惚れていると、触れるだけのキスをされる。同時に両胸へと手が伸びて、柔らかな双丘に優しく触れられた。柊の大きな手にも、雪香の胸は収まりきれない。指の隙間から溢れる媚肉を目にして恥ずかしい気持ちになるが、それを見つめる柊が楽しそうなのでなにも言えなくなってしまった。

「んっ」

　肌同士が直接的に触れ合い、互いの体温がふわりと交わり合う。自身のものではない手が胸を捏ね、予測できない動きに感覚が翻弄される。

「は、あ」

「雪香。怖いか？」

　訊ねられ、雪香はふるふると首を横に振った。慣れないことばかりではあるが、相手が柊だからだろうか。恐ろしいとは感じない。それどころか……。

「ふ、あっ」

　甘やかな感覚が湧き上がり、体中を少しずつ満たしていく。体という杯がこの感覚で満たされた時、自分はどうなってしまうのだろう。それを想像すると、心臓がとくりと高鳴った。

「ひゃっ！」

　右胸の頂を口に含まれ、雪香は小さく悲鳴を上げる。吸い上げられると柔らかな蕾が芯を持ち、そこから甘い感覚が湧いた。

「柊、さん。んんっ」

　縋るものがほしくて柊の頭をぎゅうと抱きしめると、宥めるように首筋を撫でられる。その手つきも快楽を誘発し、雪香は吐息とともに甘やかな声を上げた。

（どうして、今夜の柊さんはこんなに甘いんだろう）

　その『理由』が知りたくて、雪香の胸は締めつけられる。その扉を開けてもいいのだろうか。望む答えはもらえるのだろうか。そんな不安が胸を過ぎるが、一度湧き出た知りたい気持ちは止められなかった。

「しゅう、さん。その。お願い、待ってください」

「どうした、雪香。不快なのかな？」

　快楽に耐えながら必死に懇願すれば、不安そうな声と視線が向けられる。雪香は慌てて、首を横に振った。

「いえ、気持ちいいです」

「よかった、雪香に気持ちいいと言ってもらえるなんてね」

　切れ長の目が細められ、唇が笑みの形に変わる。

　柊の美しい笑顔に見惚れ、雪香は一瞬言葉を失ってしまう。そんな雪香の喉を柊の指先が優しく撫でた。

「では、どうしたんだ？」

「柊さんは私でいいのかなと、少し気になってしまって」

「え……」

　柊の目が驚いたように瞠られる。雪香は不安で声を震わせながら、今まで気になっていたことを訊ねようと口を開いた。

「その。私は柊さんが好きなので、この行為が嬉しいのですけれど」

　緊張からなのか、不安からなのか。胸のあたりがぎゅうと締めつけられる。雪香はなけなしの勇気を振り絞り、言葉を続けた。

「柊さんの方はどうなのかなと……」

　とうとう、自身の気持ちを告げてしまった。頬が熱くなり、柊から目を逸してしまう。

「雪香は、俺のことが好きなのか？」

「は、はい」

「俺もだよ。君が好きだ」

　奇跡のような言葉を耳にし、雪香は柊に視線を戻す。するとそこには、真剣な表情で雪香を見つめる柊がいた。その視線に込められた熱に、雪香の心臓は大きく跳ね上げられる。

「お見合いの時に、一目惚れをして以来……ずっと君に夢中なんだ」

　さらに告げられた柊の言葉に、雪香は目を瞠る。そんな雪香の両頬を大きな手が包み、優しく唇を重ねられた。

　喜びからの涙が溢れ、頬を流れ落ちていく。その雫は柊の唇によって、優しく拭い取られた。

「伝えていなくてすまない。絶対に君を幸せにするから」

「は、はい。ひゃっ！」

　首筋を舌が這い、生温かで濡れた感触に体が跳ねる。柊はふっと笑うと首筋にひとつ口づけてから、耳朶に優しく舌を這わせた。

「あっ……」

　ぐちゅりと音を立て、濡れた舌が耳穴に埋まる。内側を舌が出入りすると肌の表面にさざなみのような感覚が走り、それは甘やかな刺激となって体を揺らした。

「は、ふ。うっ」

「雪香は耳が弱いんだね」

　低い声と吐息に鼓膜が揺らされ、体がびくりと跳ねる。しかしその動きは、のしかかっている柊の体の重みによって抑え込まれてしまう。柊の手がふたたび胸に伸び、優しい力で揉みしだきはじめる。

「や、柊さん、そんなにっ」

「ん……いっぱい感じて、雪香」

　耳を嬲る舌、感じる柊の体温、体を這う手。過多なくらいに与えられる感覚に、雪香は声を上げながら翻弄されることしかできなかった。追い立てられ、揺らされ、上へ上へと押し上げられていくような錯覚。その未知の感覚に嬲られているうちに、雪香の体の奥にはじわりと熱がこもっていった。

「しゅ、しゅうさんっ。しゅうさんっ──んんっ！」

「はぁ、可愛い」

「やぁ、お耳の側でそんなこと、言わないでっ。は、んっ」

　ぐちゅぐちゅと濡れた舌が耳穴を往復し、胸の頂をきゅっと摘まれる。その強い刺激に高みに連れていかれ、雪香の目の前は真っ白になった。

「──ッ！」

　言葉にならない声を上げながら、人生ではじめての絶頂に大きく身を震わせる。まっさらな雪香の体は……柊によって確実に拓かれはじめていた。耳から濡れた舌が引き抜かれ、その柔らかな刺激にも体がびくりと反応する。そんな雪香の様子を、柊は目を細めて愛おしげに見つめた。

「柊さん……今の、なんですか」

「そうか。雪香は本当になにも知らないんだな」

「知らない……？」

「自慰、したことあるか？」

「し、し、し、したことないです！」

　柊からの唐突な問いに雪香の顔は真っ赤になった。世間知らずな雪香でも、『自慰』というものの存在自体は知っている。けれど、してみようと思うことは一度もなかった。いや正確に言えば『するのが怖かったからしなかった』だろうか。

　雪香の両親は雪香を過剰なくらいに大事に育ててきた。そんな両親を裏切るような『いけないこと』に対しては、勝手に気持ちのブレーキが効いてしまう。自慰もその『いけないこと』に自然に分類されており、する機会が訪れないままこの年齢になったのだ。

「そうか、今の感覚もはじめてなんだな。俺と一緒にたくさん覚えて、雪香」

　おとがいに指をかけられ、優しいキスをされる。雪香は目を閉じ、そのキスをうっとりと享受した。目を開けると、大好きな人が目の前にいる。それが嬉しくて、雪香は満面の笑みを浮かべてしまう。

「覚えたら……柊さんは喜びますか？」

「──ッ！　君は本当に……！」

　言葉と同時に、首筋に鈍い痛みが走った。柊が少し強めに肌に歯を立てたのだ。

「ひ、ん！」

　突然のことに驚きながらも、雪香は気づいてしまった。柊に与えられるものは、痛みすらも気持ちいい。

「可愛すぎて、隅から隅まで食べてしまいたくなる」

　囁きながら、柊は雪香の下腹部に指を滑らせる。そして最後の砦であるショーツに指先で触れた。

「……たくさん濡れてる」

　柊はそう言うと、空気を含んだ笑いを零す。

「あ……」

　その時雪香ははじめて、自身の蜜壺から滴っている蜜の存在に気づいた。

「ほら、下着の色が変わってる」

「ひゃ！」

　柊の手によって足を開かされ、雪香は小さな悲鳴を上げた。さらに足を持ち上げられ、秘部を見せつけるようにされる。柊の言うように、ショーツはじっとりと濡れて変色していた。それを目にした雪香の頬には、羞恥による朱がぱっと散る。

「柊さん、そんなの見せなくていいです！　あと、見なくてもいいです！」

「どうして？　君が感じている証拠だ」

「あっ……！」

　柊の美貌が秘部に近づき、布地の上からゆっくりとそこを舐め取った。

「待って、柊さん！　はずかし、やぁっ」

「これが、雪香の味か」

「馬鹿、もう！　んんっ！」

　柊のことを、『馬鹿』などと言ってしまった。そんな後悔は柊の楽しそうな表情を見れば、たちまちに霧散する。

「君に馬鹿と言われるのも、とてもいいな」

　柊は白い歯を見せて笑うとまた蜜壺へと唇を寄せる。そして今度は強く吸い上げた。

「あ、ああっ！」

　花びらの上部にある、しこりのようなものを吸われた瞬間。強い刺激が体を走り、雪香は喘ぎながら背を反らせた。

「そこ、強っ……んんっ！」

　感じる雪香を目にしてほくそ笑んでから、柊は何度もしこりの部分を吸い上げる。そして仕上げとばかりに、指先でそれを押し潰した。

「あああっ！」

　意識が白に塗り替えられ、裸体がシーツの上で跳ねる。大きな胸がぶるりと揺れるが、その猥雑さに恥ずかしさを感じる余裕なんてものはない。激しく息を切らせながら絶頂の余韻に身を浸している間に、ショーツが抜き取られて全裸にされる。そして今度は、直で口をつけられた。

「しゅ、柊さんっ……」

「ここにもたくさん、口づけないとな」

　ぐちゅりと卑猥な音が立ち、無防備な粘膜同士が触れ合った。舌が蠢き、花びらを優しく撫で上げる。

「んんっ！」

　舌は丹念に蜜壺を探り、部屋に濡れた音を響かせながら恐ろしくなるほどの快楽を引き出していった。

「あっ、んぅ！　しゅうさん、やぁあっ！」

　柊の唾液なのか自身の愛液なのかわからないくらい、秘部がずぶ濡れになっていく。舌が動くたびに快感が高まり、唇からとめどなく零れる甘い声は雪香を嬲る狼の興奮をさらに高めていった。

「可愛い、雪香。声も肌の感触も匂いも。ぜんぶ愛おしい」

　愛撫の合間に挟まれる睦言にも体は反応し、腹の奥が『なにか』をほしがるようにじわりと疼く。その『なにか』の正体はわからないのに渇望は大きくなるばかりで、雪香はすすり泣きのような喘ぎを上げた。

「あ、ああっ！」

　雪香が何度絶頂に至っても、柊の甘い責め苦が終わることはない。

　どれだけの時間が経ったのか雪香にはもうわからず、ただ与えられる快楽に身を任せるばかりとなった。

「そろそろ、いいかな」

　柊がぽつりと漏らすのと同時に、蜜口に硬いなにかが埋まる。涙の膜が張った目でそちらを見ると、柊の長い指が第二関節ほどまでそこに埋まっていた。

「痛いか？　雪香」

「いたく、ないです」

「そうか、よかった。じゃあ動かすから」

　指が動かされて、雪香は違和感に小さく呻く。そんな雪香に柊は気遣うような視線を向けた。

「……狭いな。ゆっくり解すから」

「は、はいっ」

「もっと、力を抜いてくれ」

「そ、そう言われても……」

　正直なところいっぱいいっぱいで、体を上手く弛緩させられない。精一杯体の力を抜きながら柊を見つめると、啄むような口づけを数度された。

（……綺麗）

　眼前にある柊の美貌。それに見惚れていると、体から少しだけ力が抜ける。美しい形の唇が目に入り、自然ととある欲望が湧き上がった。

「柊さん、もっとキスがしたいで──」

「わかった」

　食い気味に言ってから、柊は何度も唇を合わせてくる。啄まれ、時には舌を絡め、くすくすと笑い合う。そうしているうちに、雪香の肩からはふわりと力が抜けていった。

「ふふ。キス、たくさんですね」

「雪香からも、してくれるか？」

「は、はい」

　ねだられて唇を合わせれば、追いかけるようにしてさらに合わせられる。同時に指が動かされ、それはたっぷりと濡れた内側を優しく擦った。

「ふ、あ」

「少し解れてきたな」

「よ、よかったです」

　行為の初心者である雪香にも、柊が丁寧な手順を踏んでいることがわかる。それが嬉しくてまた自分から唇を重ねれば、深い口づけで返された。舌を絡められながら隘路を指で解きほぐされると、快感がぞくりと腰のあたりで滞留する。

「ああっ……んっ」

　柊の舌を夢中で味わいながら、雪香は指によって呼び覚まされる心地よい感覚に耽溺した。柊の指はいつの間にか三本まで増えており、狭い内側をみっちりと満たしている。指を動かされるたびにぐちゅぐちゅと卑猥な音が立ち、滲んだ蜜が柊の指をたっぷりと濡らした。

　合わさっていた唇が離れ、耳元へと寄せられる。

「雪香。そろそろ……いいだろうか」

　そう低く囁く柊の声には、どこか切羽詰まったような響きがあった。硬い感触が肌に押しつけられ、それが男性の『それ』なのだと察した雪香の頬は熱を持った。

「しゅ、柊さん。その、どうぞ」

　掠れる声でそう言えば、柊は嬉しそうに笑う。そして身を起こすと、今まで身に着けていた自身の衣類を剥ぎ取っていった。

　露わになっていく肉体は、均整が取れており筋肉がバランスよくついている。ふだんは大人の上品なファッションに身を包んだ肉体が、こんなにも美しいものだったとは。雪香は目を瞠り、柊の肉体に見惚れた。しかし……。

「あ……」

　ズボンが引き下ろされた瞬間、思わず目を逸してしまう。見てはいけないように思えるものが、目に飛び込んできたからだ。

（あれが、男の人の。その、かなりの大きさに思えたけれど……）

　なけなしの知識が間違っていなければ、あれを身に収めることになるのだ。それを想像すると緊張からか、もしくは期待からなのか心臓が激しく鳴りはじめた。

「雪香」

「は、はい」

「……痛かったら、すまない」

「いえ！　大丈夫です！」

　根拠のない『大丈夫』だと思いながらも、勢い込んで言ってしまう。雪香にとって、これは待ち望んでいた瞬間なのだから。

「無理だったら、必ず言いなさい」

　柊は優しい声音で言うと、雪香の足にそっと触れた。美しい手が肌を滑り、膝裏へと回る。そして開かれた足の間に、柊の逞しい肉体が潜り込んだ。

「んっ」

　猛々しいものが花びらに触れて、数度擦り上げられる。舌や指とは違った生々しさを持つ感触に、雪香の体はふるりと震えた。花びらにそっと、熱の先端が触れる。そして……。

「あっ……！」

　信じられない質量のものが内側に侵入してくる感覚に、雪香は声を上げた。熱はまだ硬さの残る内側をかき分け、浅瀬で留まる。

「痛いか？」

「ん、少し。でも嬉しいです」

「……嬉しい？」

「はい。柊さんと繋がるための痛みなので」

　婚約期間中、ずっと片想いなのだと思っていた。しかし両想いだと発覚した上に、こんなふうに求めてもらえるのだ。こんなにも嬉しいことはない。

「雪香、君は本当に可愛いな」

　柊は心の底から嬉しそうに笑うと、雪香を抱きしめる。逞しい体の感触と熱さを感じながら、雪香は口元を緩めた。

　腰がじわりと動き、熱がゆっくりと進められる。解されても狭い内側は、窮屈そうにしながらも柊の熱を受け入れていった。

「もうすぐ、ぜんぶ」

　囁きとともに熱杭が奥へと押し込まれ、最奥へとたどり着く。体の奥の奥まで柊で満たされている。苦しくて、少し痛くて、だけど幸せで……雪香の目にはいろいろなものがない交ぜになった涙が込み上げた。目の端に溜まった涙は、柊の唇によって吸い上げられる。彼は少し心配そうな顔をしながら、雪香の頭を優しく撫でた。

「大丈夫か、雪香」

「はい、平気です。ふふ、柊さんで……いっぱい」

「本当に、君って子は」

　へにゃりと笑う雪香を見て目を丸くしたあとに、柊は頬を赤らめる。内側にある熱がさらに大きさを増したような気がして、雪香は目を丸くした。

「柊さん、大きく……」

　見上げた柊の頬は紅潮しており、その瞳は欲望で煌めいている。

「可愛すぎる君が悪いんだ」

　どこか拗ねた口調で言ってから、柊は少し乱暴に唇を重ねる。唇を舌でノックされ迎え入れれば、舌同士を激しく絡められた。

「ん、あ」

　気遣うようなゆっくりとした動きで、熱杭が隘路を往復する。強烈な違和感が込み上げ、しかしその違和感の奥に淡い快楽の存在を感じる。それをもっと拾おうとするように、雪香は腰をくねらせた。

　やがて抽送は激しくなり、その動きは淡かった快感を高めていく。膣壁は蜜を零しながら、雪香の意思とは関係なく『もっと』というように熱を締めつける。その動きによって、内側にある熱の存在がさらに明瞭に感じられた。

　唇から溢れそうになる拙い嬌声は、柊の唇によって奪われくぐもった音となる。荒い息を零しながら、二人はただ互いを貪りあった。

「んんっ。あっ、あ」

　柊は唇を離して、雪香を強く抱きしめる。耳元で聞こえる柊の吐息は荒く、本能のままに貪られているのだという実感が雪香の胸には湧く。

「しゅうさん、しゅうさんっ」

　逞しい体逞しい体に抱きつき、自らを穿つ男の動きに身を任せる。はじめに感じた苦しさや痛みはいつの間にか消え失せ、最奥を突かれるたびに快感は増していくばかりだった。

「あっ、ああっ！」

　ひときわ大きな声を上げながら、雪香は弓なりに背を反らした。甘やかな快楽に体が震え、柊をほしがるように膣壁が収縮する。その動きによって内側の熱の存在が一際強く感じられ、繋がっている実感が体の熱をさらに高めた。

「きもちい、です。柊さん……っ」

「雪香、俺もだ」

　うわ言のように零れた雪香の言葉に、柊も答える。そして、どこか切迫感を感じる所作で腰を動かした。

（どうしよう、幸せ）

　恋した人の欲情に晒されることが、こんなにも幸せなことだなんて。

「雪香、雪香」

　切なげな声で雪香を呼ぶ柊の動きが激しくなり、その動きによって体が追い立てられていく。

「あっ……ああっ！」

　雪香は甲高い声を上げながら、高みへと連れていかれた。

「──ッ！」

　その少しあとに、柊も体を震わせ小さな呻き声を上げる。そして雪香の内側には、熱いものが広がった。最後の一滴まで内側に注ぎ込もうとするように、柊は熱を最奥に押しつけ続ける。そして名残惜しげに……ゆっくりと熱を引き抜いた。

　荒い息を零しながら柊を見つめると、優しく見つめ返される。逞しい首筋を流れる汗がふと目に入りそれを小さな舌で舐め取れば、「こら、悪戯っ子め」と笑い含みのお叱りを受けた。

「雪香、疲れただろう？　体は大丈夫かな？」

　心地よい疲労に身を任せている雪香の頬を、大きな手のひらが撫でる。そして、優しく額同士を合わせられた。間近に、柊の圧倒されるくらいの美貌がある。こんなにも美しい人と繋がっていたのだと改めて実感し、雪香の頬は熱くなった。

「平気、です」

「声が少し掠れているな。水を持ってくるから、少し待っていてくれ」

「ありがとうございます。でも、自分で……」

「無理はしないでほしい。待ってて」

　柊は雪香の額にひとつキスをしてから、手早く衣類を身に着けて部屋から出ていく。その大きな背中を、雪香は夢心地で見送った。

　唇の触れた額に指先でそっと触れる。今夜だけですでに、婚約者でいた半年間よりも濃密な時間を過ごしたような気がする。いや、それは気のせいではないだろう。

　しばらくすると、片手にミネラルウォーターのペットボトルを持った柊が部屋へと戻ってくる。そして、ベッドの上の雪香に近づくと──。

「ひゃっ！」

　逞しい腕で軽々と雪香を抱き上げ、自身の膝の上へと乗せてしまった。

「あの、柊さん！　私まだ、裸です！　それと重いですから！」

「ああ、風邪をひくとよくないな。重さに関してはまったく感じないから気にしないでいい」

　──重さを感じないはずがない。

　雪香はちゃんと、成人女性の平均程度の体重はあるのだから。

　柊は雪香の寝間着を片手で手繰り寄せると、雪香を膝に載せたままで器用にそれを着せる。そしてペットボトルのキャップを外すと水を口に含み……雪香の唇に唇を重ねた。

「ん、んっ」

　口内に冷たい水が流し込まれ、喉を流れ落ちていく。突然の口移しに驚愕しながら柊を見れば、彼は口元に蕩けるような笑みを浮かべて雪香を見つめていた。

「しゅ、柊さ……」

「もう少し飲むか？」

「いえ！　大丈夫です！」

　柊はぶんぶんと首を横に振る雪香を見てくすりと笑い、「残念」と言ってから額や頬に口づける。

（柊さんが……なんだかとっても甘い）

　甘い柊は大歓迎ではあるが、婚前の彼とのギャップに少しどころではなく戸惑ってしまう。

　婚約者だった頃の柊はこちらへの好意や欲情など一切見せず、それを不安がっていたはずなのに。今の柊からは雪香への好意しか感じられず、不安を覚えていた頃が夢や幻のようだ。

（どうして柊さんは、婚約者の時の私に触れなかったんだろう）

　そんなことを考えながら柊を見つめていると、首を少し傾げられる。その大人の男性なのにあざとさと可愛らしさを感じる仕草に、雪香の胸はきゅうと締めつけられた。

「どうした、雪香」

「いえ、その。柊さんは、私に一目惚れをしてくださったと……」

「ああ、そうだよ」

　くすりと笑って、唇に軽いキスを何度もされる。これでは会話が進まないので手で唇を押さえれば、少し不満そうな顔をされた。

「だったらどうして、婚約期間中はキスとか……。こういうことをしなかったのですか？」

　雪香の問いを聞いて、柊の目は丸くなる。そして「ああ」と小さくつぶやいた。

「実は婚約期間中は過剰な接触を持つことを……君の両親に禁止されていたんだ」

「……え」

　今度は雪香が目を丸くする番だった。そして『なるほど』と、素直に納得してしまう。過保護な自身の両親であれば、言い出しかねないと思ったのだ。

「我慢ができなくなりそうだったので、婚約期間中は意図的に距離を置いていたんだ。失礼がないようにはしていたつもりだったのだが……もしかして、不安にさせただろうか」

「……えっと、少しだけ」

　ごまかしても仕方がないと思ったので、正直に告げる。すると柊は形のいい眉を下げた。

「それは、すまなかった」

　大きな手が、雪香の小さな手に重ねられる。そして、指を絡めて繋がれた。

「不安にさせた分、これから挽回させてほしい。ダメだろうか？」

「ダメじゃない……です。あっ」

　急に唇を塞がれ、雪香は小さく声を上げた。唇は何度も重ねられ、悪戯な手が背中を撫でる。

「ま、待って。柊さんっ」

「どうした？」

「そんなふうにされると……また気持ちよくなってしまうので。ダメです」

　雪香の言葉に柊は目を瞠り、頬を赤くしてから強く雪香を抱きしめた。

「本当に、君って子は」

「あの、柊さん？」

「今夜はもう無茶をさせたくないのに。そんなふうに可愛らしいことを言われてしまうと……」

　いつの間にか、柊の下腹部が硬さを持っている。それを押しつけられ、雪香の頬は熱くなった。

「また……君としたくなる」

　色香の溢れる声を耳に吹き込まれ、どきりと心臓が跳ねる。鼓動が早まり、先ほど知ってしまった快楽への期待からか蜜壺が疼いた。

「柊さん、私」

「わかってる。今夜はもう休もう」

「し、したいです」

「え……」

　雪香の言葉を聞いて柊は動きを止める。そんな柊の胸に、雪香は甘えるように頬を擦り寄せた。

「両想いだってわかって、私も浮かれているので。柊さんと……もう一回したいです」

「雪香……！」

　先ほど柊によって着せられた寝間着が、柊によって捲り上げられ脱がされる。キスをされながらベッドに押し倒され、背筋が甘い震えに揺れた。

「は、あ」

　体重をかけるようにしてベッドに押さえつけられながら、キスをするのが気持ちいい。恐る恐る柊の舌に舌をくっつければ、嬉しそうに絡め返される。それを繰り返しているうちに口づけに熱が入り、それは戯れるものから互いの官能をかき立てるものへと変わっていった。







二章








　柊と結婚してから、そろそろ二週間ほどが経とうとしている。

　ベッドの上で下から貫かれながら、雪香は甘い声を上げていた。

　雪香を揺さぶるのは当然、夫である柊だ。彼は膝の上に雪香を乗せ、背後から彼女を抱きしめながら緩急をつけて貫いている。その動きは自身の快楽を得ることよりも、雪香の官能を引き出すことに重きを置くものだった。

「あ、あっ。柊さん、柊さんっ……」

　最奥を緩やかな動きで刺激され、雪香は切なげな声を零す。その声を耳にした柊は、嬉しそうな笑みを浮かべた。

「雪香、もっと声を出して」

　優しい声で囁きながら、柊は雪香の耳裏に舌を這わせる。その柔らかな刺激に、雪香の体はふるりと震えた。

「や、恥ずかしい……ので」

「雪香の声は可愛い。恥ずかしくないから、聞かせて」

「やぁっ！」

　胸を優しく揉みしだかれながら、耳をかぷりと優しく食まれる。同時に奥を強めに突き上げられ、雪香はたまらず声を上げた。それを聞いた柊は、楽しそうに忍び笑いを漏らす。

「ああ、本当に可愛いな。俺の雪香」

　耳元で感極まった様子で囁かれた声が甘すぎて、蕩けてしまいそうになる。柊との繋がりを喜ぶように蜜壺から溢れた蜜が、柊の熱をさらに奥へと導く。この体勢では自重がかかることもあり、入ってはならないところまで熱杭が到達してしまいそうだ。そんな想像をし、雪香は頭を小さく振った。

「もうそれ以上……入らない、です」

「つらいか？　雪香」

「ん、いっぱいすぎて怖い……っ」

「そうか。じゃあこの体勢はやめような」

　柊はそう言うと、雪香の体を優しい手つきでうつ伏せで横たえた。最奥のさらに先へと押し入ろうとしていた熱が抜け落ち、ほっとしたような残念なような気持ちになったのも束の間。自身のしている体勢に気づき、雪香の頬は熱くなった。

　尻を突き上げるようにして、柊に恥ずかしいところをすべて晒け出すようなポーズになっていたのだ。

「あ……」

　身を捩って体勢を変えようとした動きは、柊の両手が腰をしっかりと掴んだことで止められた。

「しゅ、柊さ……ああっ！」

　抗議の声を上げる暇もなく貫かれ、雪香は高い嬌声を漏らした。羞恥心を吹き飛ばす激しい抽送。それを繰り返されるたびに頭の芯が熱くなっていき、与えられる感覚を貪ることしか考えられなくなる。

「雪香……雪香」

　自分の名を呼ぶ柊の声から欲情を感じ取るとさらに興奮は高まり、愛液が蜜壺から零れシーツを濡らしていった。

　体重をかけるようにしながら奥へ熱を押しつけられると強い快感が湧き立ち、反射的に逃がれようとしても腰に回された手によってその動きは許してもらえない。それどころか追いかけられるようにして、さらに腰を押しつけられてしまう。そして最奥をぐりぐりと刺激された。

「あ、あっ。ふ、深いです。しゅうさんっ」

「深くて、どう感じる？」

「気持ちいいとこに、当たってて。や、あ。きもちいっ。ああんっ」

　首筋を濡れた舌が這い、続けて肌を吸い上げられる。自身の肌に柊からの所有の証が刻印されたのだろう。その様子を想像すると、背徳的な悦びで体が震えた。

「柊さん、もっと。もっとしてください」

　雪香がねだると柊はくすりと笑う。そして返事の代わりに、その動きをさらに激しくした。

「やっ、あっあ。あっ」

　浅く、深く、内側を熱杭で嬲られる。酩酊にも似た感覚で思考は霞がかり、自身が腰を揺らして貪欲に快楽を得ようとしていることにも、そんな自分を嬉しそうに見つめる柊の様子にも気づくことができない。

「──ッ！」

　声にならない声を上げながら、雪香は体中を張り詰めさせながら達した。そして、体を弛緩させようとしたのだが……。

「あ、や。ああっ！」

　雪香に快楽の余韻に浸る隙を与えず、柊はまた柔らかく濡れた肉の最奥に熱を打ちつける。

「雪香、本当に可愛い。俺のものだ」

　執着じみた言葉が耳に届き、それによって快楽にふたたび火が点くのを雪香は感じた。

　夫から齎される行為の快楽も、垣間見える少し重ための執着も。甘やかな喜びとなって雪香の心を震わせる。

（柊さんが、触れてくれる。それが……幸せでたまらない）

　そんなことを思いながら、雪香はまた甘い啼き声を上げた。
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　雪香と結婚をして、早一ヶ月。柊は幸せの只中にいた。

　見合いの話をもらった時には、正直気乗りはしていなかった。まだ連れ合いがほしいとは思っていなかったし、女性との付き合いに関しては淡白な方だという自覚をしていたからだ。跡継ぎなのだからいずれは結婚をしなければならないが……仕事に邁進している今がそのタイミングだとは思えなかった。

　けれど重要な取引先である『桃香屋』の一人娘との見合いを、無碍にするわけにもいかない。

　──ひとまず見合いをしてから、極力先方に失礼のないよう断りを入れよう。

　柊はそう心に決めて、見合いに向かった。そして……雪香と出会ったのだ。

　今まで自分は『本気』になれる相手と出会っていなかったのだと、柊は心の底から思い知らされた。

　小動物のような雰囲気のある愛らしい見た目、くるくるとよく変わる表情。これが無垢というものかと納得してしまうような、素直で世間にまったく擦れていない性格。一緒に過ごす時の、優しく柔らかい空気。雪香のすべてに惹きつけられ、柊はあっという間に夢中になった。

　そして婚姻後も雪香に夢中なわけだが……実は気がかりなこともある。

「雪香。それはなんだ？」

「それ、ですか？」

　柊にそう声をかけられ、雪香はノートパソコンから視線を上げた。そして、仕事の最中だけかけている眼鏡を外す。眼鏡を外す時のそこはかとなく色香の漂う仕草に劣情を覚えた柊は、それを払うように小さく咳払いをした。

　雪香は大学を卒業してから、在宅で翻訳の仕事をしている。好きなことを仕事にできて嬉しいと雪香はいつも話しており、そんな雪香を見ていると柊も嬉しくなる。今の雪香もリビングのソファーに腰を掛け、ローテーブルに置いたノートパソコンで作業をしていた。

　今日は祝日なのだが、雪香の仕事は『休日だからお休みです』という種類のものではないらしい。今は締め切り前の追い込みの時期のようで、特にその傾向が顕著だった。

「その封筒は、なにかな？」

　そう言いつつ柊はノートパソコンの側を指差す。柊の指の先にあるものを目にして、雪香は「ああ」と声を上げた。

「これですか？　私宛みたいで……でも送り主の名前や住所は書いていないんです」

　雪香はノートパソコンの側に置いていた封筒を手にして、愛らしく首を傾げる。柊は眉間に皺を寄せると、雪香の手から封筒をそっと奪った。それは簡素な茶封筒で、表には男のものらしい無骨な筆致でこのマンションの住所と雪香の名前が書かれている。

　今住んでいるマンションには、結婚の直前に二人で移り住んだ。ここはいわゆるタワーマンションで、住民用ポストはオートロックの内側にあり、常駐のコンシェルジュや警備員もいる。なので正規の手段以外で、外部の者が手紙を届けることはできない。よってこの手紙も正規の手段で送られたもので、切手がきちんと貼られ都内の郵便局の消印が押印されていた。

（……どこから住所が漏れた？）

　この物件の住所を知っているのは、身内と互いの職場の一部の関係者だけだ。どこから漏れたか突き止めねばと柊は苦い顔になった。手触りから中身は相当な厚さだと察せられ、封が開けられた形跡はない。

「未開封なんだな」

「はい、仕事が落ち着いてから読もうと思っていて」

　雪香から、今は締め切り間際で立て込んでいると聞いていた。なので読む時間がなかったのだろう。そのことに柊はほっとする。柊の予想が正しければ……これは『よくない種類』の手紙だからだ。

「……中身を確認させてもらっても？」

「はい、構いませんけれど」

　不思議そうにしている雪香に了承を取ってから封を開け、畳まれていた何枚もの紙を開く。そして紙面に目を通すと……雪香を求めるやらしい文言がみっしりと書かれていた。それを目にした柊は、眉間に深い皺を寄せる。

（……義父の言う通りだな）

　柊は雪香の父親から婚前に『雪香は隙が多く、見た目も愛らしいためストーカーの類を拾ってきやすい』と聞かされていた。なので過剰なくらいに、昔から過保護にしているのだと。

『雪香の身の回りには気をつけてくれ』

　しつこいくらいに言い聞かせられた義父のその言葉は、正しかったのだ。

　雪香は外働きではなく自宅での翻訳仕事なのにも関わらず、こうしてストーカーを拾ってきてしまうのだから空恐ろしい。稀に行く打ち合わせなどで、拾ったのだろうか。打ち合わせはリモートが多いが、対面での方が都合がいいこともあるらしい。仕事のための外出を制限するわけにはいかないが……。

（……雪香になにかあったらと思うと、おかしくなりそうだ）

　柊は小さく息を吐くと、苛立ちを隠せずに前髪を片手で乱した。

　あっという間に、この五歳年下の妻に溺れてしまった。彼女への愛情と執着は日々増すばかりだ。

　……万が一なにかがあって失ったらと想像しただけで、背筋が凍り冷や汗が流れた。

「この手紙は、俺が預かっても？」

「ええ、かまいませんが。手紙の内容は……？」

「少しばかり悪質な悪戯だ。身の回りには気をつけた方がいいかもしれないな」

　雪香を怖がらせすぎないように『雪香に対する欲情を記した手紙』ということは隠しつつも、危機感はちゃんと煽っておく。怯えてほしくはないが、少しばかりぼんやりとしている妻に警戒心をちゃんと持ってほしかったのだ。

「それは、怖いですね」

　雪香は小さく言うと、大きな目をぱちぱちと瞬かせた。その小動物のような様子は実に愛らしく、抱きしめたい衝動が湧き上がる。それを堪えて、柊は言葉を続けた。

「雪香。しばらくは日常の買い物は宅配で済ませてほしい。荷物は対面で受け取らないように。足りないものがあれば、休みの日に俺が付き合うから」

「わ、わかりました」

　神妙な顔で頷く雪香を目にして、柊はほっと胸を撫で下ろした。

（このマンションのセキュリティは厳重だ。家から出なければ、危ない目には遭わないと思うが。警察に手紙を届けて巡回を頼み、たまに秘書にも顔を出してもらって雪香の安否の確認を……）

　顎を指先で撫でながら、柊はストーカーへの対策を脳内で講じる。ひたすらに卑猥ではあるが脅迫じみたことは書かれていないこの手紙では、犯人を逮捕に追い込むのは難しいだろう。だからこそ、万全を期さねばならない。

　ちらりと雪香に視線を向ければ、心配そうな妻と視線が絡む。柊は安心させるように、雪香に微笑んでみせた。

　──手紙はそれからも時折ポストに届けられたが、それは雪香の目に留まる前に柊によって回収された。

　よかれと思ったその行動が雪香の警戒心の段階を落とすことになるとは……柊は思っていなかったのだ。
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　柊に警戒を強めるようにと言われたものの、もとから家にいることが多い雪香だ。

　会社に行く柊を見送ってから仕事をはじめ、柊の帰る時間を見計らいつつ家事をして、食事の準備をする。そんなふだんと代わり映えのしない日々が続いていた。

　結婚したばかりの頃。『雪香にも仕事があるのだし、ハウスキーパーを雇おう』と柊は言ってくれた。しかし雪香は、謹んでその提案をお断りしたのだ。雪香は家事をするのが嫌いではない。加えて、自身が作った食事を柊が美味しそうに食べてくれる姿を見るのが好きだったのだ。

　手紙の主に対する警戒はしつつではあるが、ふだんと変わらない毎日。

　その日々に……近頃とある変化が起きた。

「雪香さん、変なことはありませんでした？　なにかお手伝いできることは？」

　柊の秘書である里さと中なか莉り杏あが、たびたびマンションを訪れるようになったのだ。

　アルイクは大企業だ。加えて柊は次期後継者であるため業務が多い。なので部長職であるのにも関わらず、彼には専属の秘書がいた。

「莉杏さん、大丈夫です。いつも申し訳ありません」

「いえいえ。ちゃんと時間外手当をたっぷりもらってますので、気にしないでくださいね」

　気さくな調子で言ってから、莉杏は長く美しい髪を耳にかけてにこりと笑う。

　莉杏は二十七歳。均整の取れた長身を上品なスーツに包んだ、気の強そうな美女である。

　彼女は柊に命じられ、雪香の安全確認のために時折マンションに立ち寄ってくれているのだ。

（柊さんは少し大げさだと思うのよね。手紙だって一度しかきていないのだし。本当に軽い悪戯だったんじゃないかな）

　そんなことを思いながら、雪香は眉尻を下げる。

　とはいえ、莉杏が来ること自体は迷惑ではない。莉杏は非常に気の利く女性だ。決して踏み込みすぎず、心地いいと感じる空気を作ってくれる。次期社長である柊の秘書になるくらいなのだし、本当に優秀なのだろう。

（本当に、素敵な女性）

　そんな莉杏を見ていると、雪香の胸には淡い羨望が湧く。同時に……今までの人生で感じたことのなかった、黒い靄のような気持ちも生まれていた。

「ただいま、雪香。里中君もありがとう」

「おかえりなさい、柊さん」

「おかえりなさいませ、部長」

　仕事から帰宅した柊を、雪香と莉杏は二人で出迎える。

「では、私は帰りますね」

　そして出迎えが終わるやいなや、莉杏は部屋を立ち去ろうとした。これはいつものことだ。新婚である雪香たちに気を使い、長居しないようにしているのだろう。

「なんだ。少しくらいゆっくりしていけばいいのに」

　柊がそんなことを言い、一応は莉杏を引き止めるところまでがお約束だ。

「心にもないことを言わないでくださいよ、早く雪香さんと二人きりになりたいくせに。それに、新婚夫婦の居室に居座るような図々しさはありません。では部長、また明日。雪香さんも、また」

　柊と仲睦まじげに軽口を叩いてから、莉杏は長い脚を動かし颯爽と去っていく。雪香はそんな莉杏の後ろ姿を見送ってから、こっそりとため息をついた。

（……莉杏さん、かっこいいな。それに柊さんととても仲がよさそう）

　柊の身近に、あんなに親しげな女性がいただなんて。しかもそれは、とても気さくで優秀な美女なのだ。

（私よりも、柊さんとお似合いだな）

　そんなことを考えてしまい、ちくりと胸が痛む。同時に、胸の内の黒い靄のような気持ちがさらに大きなものとなった。

　雪香と出会う前に、柊と彼女の間には『何か』があったのかもしれない。うっかりそんなことを考えてしまい、雪香は頭をぶんぶんと振った。

（過去のことなんて、気にしても仕方ない。今、柊さんが側にいてくれるだけでじゅうぶん）

　そう考えてなんとか気を取り直そうとするものの、黒い靄のような気持ち──人生ではじめて覚えた嫉妬の感情は心にずしりと居座ってしまう。

（……柊さんは、何人の女性と付き合ってきたのかな）

　思考がまたおかしな方へと流れてしまい、雪香の唇からはふたたびため息が零れた。

「雪香、どうした？」

　心配そうに名を呼びながら、柊が優しく雪香の髪を撫でる。今度のため息は、柊に聞かれていたらしい。

「なんでもないです」

　雪香は慌てて、笑顔を作ってみせた。そして、言わねばならないことがあったのだとふと思い出す。

「柊さん。明日は少しお出かけをしますね」

「出かける、なぜだ」

　柊の表情がにわかに険しいものになる。それを目にした雪香は、引け腰になってしまった。しかしこの外出は、とても大事なものなのだ。

「明日は本の出版に向けた大事な打ち合わせがあって、それで外出したいんです。リモートでは説明が難しいところもあったので、対面の方がいいということになって」

「では、先方をうちに呼ぶといい。事情を話せば、きっと納得してくださるだろう」

　即座に返ってきた柊の言葉に、雪香は目を丸くした。仕事相手を家に呼びつけるなんて……そんなことができるのは売れっ子か大御所くらいだろう。まだまだ新人である雪香には、とても許されない。

「忙しい先方にご迷惑はかけられません。私が編集部まで行きます」

「では、俺も一緒に──」

　柊がそんなことを言い出したので、雪香はさらに目を瞠る。

「明日は平日ですよ。柊さん、いつも通りにお仕事がありますよね？　打ち合わせにはある程度時間がかかってしまいますし、柊さんにそんなお時間を取らせるわけにはいきません」

　夫連れで打ち合わせをするのは、さすがにどうかと思うのだ。そして手紙のことがあるにしても、柊は心配しすぎのように感じてしまう。

　それに……近頃莉杏のようなしっかりとした女性を間近で見ていたせいだろうか。それとも、彼女へのただの対抗意識か。過保護にされすぎるのはよくないのではないかという思いが、雪香の胸にはあった。

「では、送り迎えだけはさせてくれ。これは譲れない」

　柊が縋るような目で雪香を見つめる。雪香はその視線を受けて、たじろいでしまう。

「……柊さん」

「君が心配なんだ、頼む」

　柊は力なく言うと、眉尻を思い切り下げた。そんなふうに言われてしまうと、雪香もそれ以上の断わりを入れることができない。

「では、送り迎えをお願いします」

「ああ。行きはいいとして……。そうだな、帰りは打ち合わせが終わったらすぐに連絡してくれ、必ずだ」

「わかりました、柊さん」

　柊は安心したように笑うと雪香をそっと抱きしめる。ついつい柊の胸に頬を擦り寄せれば、つむじに何度もキスをされた。

（……困ったな。過保護にされるのはよくないと思うのに、こうして甘やかされるのが嬉しいと思ってしまう）

　好きな人に甘やかされて、嬉しくないわけがないのだ。柊は雪香を抱きしめる腕に力を込め、つむじに頬ずりをはじめる。そんな夫の甘えるような愛らしい様子に、雪香の頬は緩んでしまった。




　そして、打ち合わせの当日。人に送り迎えをさせるものだと雪香は思っていたのだが、柊自身が家まで迎えにきた。

　時刻は午後二時。柊はいつも通りであれば、就業中の時間のはずだ。仕事を中断させてしまったことに、申し訳ない気持ちが湧く。

「誰かに、送り迎えをお願いするのかと思っていました」

「大事な君を、ほかの人間には任せられない」

　眉尻を下げる雪香に、柊はきっぱりと言う。そのあまりにも真剣な様子に、雪香は少しふき出してしまった。

「……笑い事ではないんだ」

　手を伸ばし、大きな手で頬を撫でられる。雪香がその手にすりすりと頬を擦り寄せると、柊は口元を緩めた。

「はぁ、可愛い。このまま押し倒したくなるな」

「ダ、ダメです！　今から打ち合わせなんですから！」

　柊のとんでもない言葉を聞いて、雪香はぶんぶんと首を横に振る。

「わかってる。それにしても……今日の服装は可愛すぎじゃないか？」

「え、その。子供っぽい……ですか？」

　眉間に皺を寄せてそう言われ、胸が少し痛む。今日の服装はボリューム袖のカットソーとロングスカートだ。それにストールを合わせている。抑えめのトーンで統一しているし子供っぽい服装のつもりはなかったが、柊にはそう見えなかったのかもしれない。それを思うと、少し気分が落ち込んだ。

「言葉の通り、可愛いと言っているんだ。よく似合ってる。そんな雪香と対面して打ち合わせができる編集者に、妬いてしまうな」

「しゅ、柊さん……！」

　……どうやら、落ち込む必要はなかったようだ。

　柊は甘い笑みを浮かべながら、雪香を愛おしそうに見つめた。

　端整な美貌が近づき、頬にひとつ口づけられる。

「口紅が取れるとよくないからな」と言いながらさらに額や頬に口づけられ、雪香は「そんなにされるとファンデが取れてしまいます」と心の中でツッコミを入れてしまう。けれど愛しい夫から仕掛けられたじゃれ合いに逆らうことはできなかった。

「はぁ、癒される。これからも雪香を充電しに、時々帰ろうかな」

「柊さん。私、お仕事を頑張っている柊さんがかっこいいと思いますよ」

「そう言われると弱いね」

　柊は苦笑すると、仕上げとばかりに額に口づけをする。その様子から『充電に帰る』は、あながち冗談でもなかったのかもしれないと雪香は感じた。

「さ、行こうか」

　手を引かれ、柊とともにマンションの地下にある駐車場へと行く。そしてデートの時にも何度か乗った、描く流線が美しい高級車に乗車した。

「ところで、雪香」

「なんです、柊さん」

「編集者というのは……女性かな、男性かな」

「えっと、私と歳が近い女性ですけれど」

　目を逸しながらの唐突な問いに、雪香は首を傾げつつ答える。

「そうか……それはよかった」

　柊はなぜか安心したようにほっと息を漏らす。そんな柊を見て、雪香はさらに首を傾げた。




　仕事の打ち合わせは二時間ほどで終わり、雪香は出版社の一階にあるカフェで柊の迎えを待っていた。カフェはもとは出版社の社員用だったのだが、近頃一般にも開放されるようになったものだ。打ち合わせのあとはこのカフェで一杯の珈琲を飲むことが、雪香の習慣となっていた。お気に入りの窓際の席に腰を下ろし、香り高い珈琲を口にする。すると自然に、満足げな吐息と笑みが零れた。昼時を過ぎたからか、客は雪香しかおらず店内はとても静かだ。

（本が無事に出るように頑張らないとな）

　自身の仕事が形になる。その瞬間は何度体験しても嬉しいものだ。これからもきっとそうなのだろうと思いながら口元を緩ませていると……ふと影が差した。柊が迎えにきたのかと思い顔を上げると、そこにいたのは知らない男だった。男は雪香と目が合った瞬間、にやりと顔を歪ませる。彼は二十半ばになるかならないかに見え、小太り……を少しばかり通り越している。その衣類にはくしゃりと皺が寄っており、清潔感はあまりないように見えた。

「やっと、会えた」

「え……」

　男の言葉を聞き返そうとすると、手首を強く握られる。汗ばんだ男の手の感触を感じて、雪香の背筋には強い悪寒が走った。

　以前も柊と待ち合わせをしている時に、男に声をかけられたことがあった。その時の男もまったく話を聞く気配がなかったが、この男はさらに『話が通じない』空気がある。どうしたものかと考えあぐねていると……。

「ああ、本当に可愛いね。手紙、ちゃんと読んでくれた？　愛を込めてたくさん送ったんだ。僕の気持ち、ちゃんと届いたよね？」

　男は矢継ぎ早に、唾を飛ばしながらわけのわからない言葉を吐く。

（手紙、たくさん？　この人が手紙の送り主なの？　手紙は一通だけじゃ……なかった？）

　男の言葉に雪香は眉を顰めた。この男の言葉を額面通りに受け取るのなら、手紙はあの一通のみではなかったらしい。

（柊さんが、手紙を隠していた？　私に、不安を与えないように？）

　一通の手紙で柊は大げさに心配しすぎだという気持ちが、雪香の中にはたしかにあった。けれど……何通も不穏な内容の手紙が届いていたのだとしたら、柊の『過保護』の理由もよくわかる。

「雪香さんはＳＮＳをひとつも使ってないから、手紙なんていう古風な手段になってしまったんだ。でも結果的に、愛情が伝わってよかったかな。次に会った時に返事を聞こうと思っていたのに、リモートばかりで会社での打ち合わせにもなかなか来ないし困ったよ。まぁ、僕は寛容だから許してあげないこともないけれど。あの男とも、早く離婚をしようね」

　男の言う通り、雪香は友人とのやり取りのためのメッセージアプリ以外のＳＮＳを利用していない。翻訳の仕事をはじめたきっかけは大学の教授の声掛けでそこから依頼が連鎖し現状途切れる気配がないので、今は仕事の窓口を必要としていなかったのである。

　それより……この男が雪香の動向をよく知ったふうなのが気になった。

　この口ぶりだと、この出版社の人間なのだろうか。しかし、仕事で彼に関わった心当たりが雪香にはまったくなかった。

「あの、どこかでお会いしたことが？」

「はぁ!?」

　雪香の言葉に男は声を荒げる。その大声を聞いたカフェの店員からの注目が、二人に集まった。それに気づいた男は、慌てた様子で声を潜める。

「ここから出て、もっと落ち着ける場所で話をしようか。さ、行こう」

「ちょっと、待ってください……！」

　強い力で手を引かれて席から無理やり立たされ、カフェの出口へ引きずられようとする。異常を感じた店員が二人のもとへと向かおうとし、それを見た男はさらに強い力で雪香の腕を引く。

　──このままどこかへ連れていかれてしまったら、どうなってしまうのだろう。

　先のことを想像すると恐怖心が湧き上がり、背筋が凍った。

「い、痛いです！　離してください！」

「じゃあ、大人しくついてくればいいだろう！」

　男が苛立ちながら雪香を恫喝した時。カフェの扉が激しいドアベルの音を立てながら開き、男の体が大きく傾いだ。カフェに入ってきた人物が、男を突き飛ばしたのだ。

　男の倒れる勢いに巻き込まれ倒れそうになった雪香の体を、力強い腕がしっかりと支える。

「雪香、無事か？」

　そして耳には聞き覚えのある……心からの信頼を寄せる声が届いた。

　見上げれば、そこには柊の美貌があった。縋るように逞しい体に抱きつけば、強い力で抱き返される。その優しい体温を感じた瞬間、胸が安堵で満ちていった。

「柊さん……！」

　急に体の震えが止まらなくなり揺れる声で名前を呼ぶと、優しく頭を撫でられる。

「……無事でよかった」

　柊は雪香を片手で抱き、床に転がったままの男を鋭く睨んだ。男も負けじと柊を睨むが、その様子は明らかに引け腰だ。

　店員がどこかに電話をしている姿が視界に入る。雪香と視線が合うと、店員は『大丈夫だ』というようにこくりと頷いた。きっと、警察を呼んでいるのだ。

「お、お前！　暴力なんて……」

「雪香をストーカーしていたのは、お前だな」

　柊が冷たい表情で男を見下ろす。その美貌には静かな怒りが浮かんでおり、それを向けられているわけではない雪香の背筋まで冷たくなる。

「ストーカーだなんて、人聞きが悪い！　て、手紙を送っていただけだろう！　それに、本当は僕たちは愛し合って──」

「雪香、この男のことを知っているか？」

「いえ、なにも存じあげません」

　柊の問いに、雪香はふるふると首を振ってみせる。すると、男の顔が怒りで歪んだ。

「僕たちは、ちゃんと会ったことが……」

「君が送ってきた手紙には、一度も名前の記載がなかったな。後ろめたいことをしているという自覚があったから、そうしたのではないか？」

「うるさい、うるさい！」

　痛いところを突かれたのか。激昂した男が、叫びながら立ち上がる。そして鈍重な動きで柊へと襲いかかった。

「柊さん！」

　雪香が声を上げるのと同時に、柊は雪香を背後へと隠す。そして男の腕を掴み上げると、あっさりと地面に組み伏せてしまった。

「離せ、離せ！」

　男が芋虫のように身を捩り、真っ赤な顔をして叫ぶ。しかし柊がその言葉に耳を貸すことはなく、警察が駆けつけるまで男は彼に取り押さえられたままだった。

　警察署での聴取を終えて帰る頃には……時刻は夜になっていた。

　男の正体は、出版社で郵便物の仕分けや送付の仕事をしているアルバイトだった。エレベーターで一緒になったことがあり、その時に雪香からすれば挨拶程度の会話を交わしたことがあったらしい。しかしその会話で、男は雪香に恋をしてしまったのだ。

　男は打ち合わせに来る雪香と編集者との会話を盗み聞いて個人情報を収集し、該当する氏名を郵便物から探し当てた。そして、雪香に手紙を送るに至ったのだ。どうにか雪香に会えないかとマンションの周辺をうろついていたこともあったようだが、柊に言い含められていた雪香が外に出ることはなかったし、厳重なセキュリティに阻まれて中に入ることも叶わなかったらしい。

（打ち合わせはオープンスペースで行っていたから……。社への出入りができる人間であれば、誰でも会話を盗み聞くことができたはず）

　事情を知った出版社の人間からかかってきた、平謝りの電話。その受け答えをしてから、雪香は電話を切った。そして、ソファーに座っている柊にちらりと視線を向ける。マンションへ帰る最中も、帰ったあとも……柊はずっと難しい顔をしており気軽に話しかけられるような雰囲気ではなかった。

（柊さんは忙しい方なのに、迷惑をかけてしまった。……怒るのも当然ね）

　そんな自己嫌悪に陥り、雪香はため息をつく。

　男の件があったため、柊の大事な時間が潰れてしまった。会社に損益を与えるようなことがなかっただろうかと、今さらながら心配になる。改めて謝罪をせねばと、雪香は柊の前に立った。

「柊さん、ご迷惑をかけてしまって本当にごめんなさい」

　謝罪をしてから、深々と頭を下げる。顔を上げれば、そこには目を丸くして驚いている柊の顔があった。

「すまない、君に怒っていると勘違いさせたかな。今回のことは不可抗力だ。雪香はなにも悪くない」

「ですが。柊さんの言う通り打ち合わせに同伴してもらっていれば、こんな騒ぎには」

　頭を振る柊に、雪香は言い募る。

「今日のところはなにもなかったかもな。しかし未来にはきっと同じような……いや。もっと最悪な状況になっていたかもしれない。だから、今日解決できてよかったんだ」

　男は現在、警察署に留置されている。「示談にするつもりはない」と柊はきっぱりと言い切っており、今までのつきまとい行為だけではなく喫茶店での雪香への暴行や脅迫の罪を上乗せした実刑での判決を求めるつもりだそうだ。

　念のためにこの物件も引っ越すことにすると柊は話し、まだ短い間しか住んでいないのにと雪香の申し訳ない気持ちがさらに増した。

「申し訳ないって顔をしてる」

「……だって、本当に申し訳ないです」

　柊はふっと笑ってから、大きく両手を広げた。

「おいで、雪香」

　そして柔らかな声でそう囁く。

「は、はい」

　雪香はおずおずと柊の腕の中に収まる。すると優しい力で抱きしめられた。

「雪香はなにも悪くない」

「……でも」

「悪くないから。それに君のためなら俺はなんでもしたいんだ。だから、なにも気に病まないでほしい」

「柊さん……」

　宥めるように言いながら背中を撫でられ、雪香の強張った心は少しずつ解けていく。

「君の無事のためなら、俺はなんでもするよ」

　そう囁く柊の目に暗い光が宿っていることに……夫の胸に頬を擦り寄せながら幸せを感じている雪香は気づいていなかった。







三章








　ストーカー事件から、一ヶ月が経過した。

　無事に引っ越しも終わり、雪香と柊の日々は平穏を取り戻した。……のだが。

　柊は難しい顔をして考え込むことが多くなり、雪香はそんな彼を心配していた。

　そして本日。仕事から帰った柊にリビングでとあるものを差し出され、雪香は目を丸くすることになった。

　それは黒い革のベルトで作られた下着のようなものだった。股間はプレートで覆われていてその表面にはいくつもの小さな穴が開いており、お尻の方にも大きな穴が開いている。

　柊のプレゼントはいつでもセンスがとてもよく、雪香の趣味にぴたりとはまる。しかしこのプレゼントは柊の趣味にも雪香の趣味にも当てはまっておらず、無骨で堅牢な印象だ。

「柊さん、これはなんでしょう？」

「……貞操帯だ」

　柊は神妙な面持ちで、雪香にそう告げた。

「ていそうたい」

　聞き慣れない言葉を繰り返しながら、雪香は柊から渡されたものをしげしげと見つめる。

「これは……君の貞操を守るためのものだ」

「……なるほど？」

「鍵がないと外せない。そして、鍵は俺しか持っていない」

「…………なるほど」

　柊の説明で、なんとなく用途が見えてきた。

「つまりこれは。柊さんの了承がないと外せない、私の貞操をがっちり守るためのパンツ……ということですね」

「そうだ」

　二人の間に、重い沈黙が落ちる。柊は雪香の様子を窺うように、ちらちらと視線をやっている。雪香は思考を巡らせ……小さく息を吐いた。

　こんなものを着けさせたいくらいに、柊は自分を信頼していないのだろうか。

　浮気を心配されているのかという思考に行き着き、少しどころではなく気落ちしてしまう。雪香は肩を落としながら、暗い顔になる。

「君の浮気を疑っているわけではないぞ！　先日のような男にまた目をつけられたらと思うと、不安で」

　誤解の気配を感じ、柊は慌てて声を上げた。それを聞いて、雪香は深く安堵した。

「浮気を疑われているわけでは、なかったんですね」

「当たり前だ！　先日のような、不埒な輩に君が襲われないか心配なだけだ。そんなことになったらと思うと、俺は耐えられないんだ」

　苦しげな柊の声を聞いて、雪香はハッとなった。

（私があんな目に遭ったから、柊さんは不安なんだ）

　そしてこんなものを差し出すくらいに、柊はストーカー事件で参ってしまったのだろう。

　過剰過ぎる反応だと思う。もしかしすると、これは束縛というものなのかもしれない。

　──けれど、動機の根本は雪香が大事だからにほかならない。

　雪香は顔を上げ、決意の滲む表情で柊を見つめた。

「私、着けます。柊さんがすることなら……私、なんでも嬉しいですから！」

「雪香。本当に、いいのか？」

　言いはしたものの、了承を得られると思っていなかったのだろう。柊は驚愕を顔に滲ませた。そんな柊に雪香はこくりと頷いてみせる。

「は、はい。その……それで柊さんが安心するなら！」

「雪香……！」

　柔らかな表情で笑いながら雪香に近づき、柊は額に頬にとキスをする。夫からの甘やかなキスの贈り物を、雪香は目を閉じて受け取った。

「では、試しに着けてみようか」

「今からですか？」

「ああ、今からだよ」

　そう言う柊の表情は、とても楽しそうなものだ。

（これって……本当に柊さんの趣味じゃないのよね？）

　柊のどこからどう見ても素敵な笑顔を見つめながら、雪香は内心そんなことを考えた。




　ふだんはくつろぎの場であるリビングで、柊の手によりショーツが脱がされる。そして、繊細なガラスの靴を履かせるように恭しく貞操帯が着けられた。

　立った状態で衣服の下に履かされた貞操帯は見るからに仰々しく無骨で、しかし雪香の華奢な体に不思議とよく映えた。カチャリと金属の音が響き、鍵がしっかりとかけられる。それを目にした雪香の心臓は、喜びを感じてとくりと小さく跳ねた。

　──こうして、過剰な心配をするくらいに夫に愛されている。

　堅牢な貞操帯が、視覚的にその事実を感じさせるからだろうか。

「うん、悪くないな。アンバランスで、想像していたよりもやらしい」

　貞操帯を着けた状態でスカートを捲り上げ、羞恥に震える雪香を見つめながら柊はつぶやく。そして貞操帯の滑らかな表面をするりと撫でた。

「機能の方も、確認しないといけないな」

　彼は続けざまに、実に不吉なことを口にする。

「き、機能の確認ですか？」

「ああ。ちゃんと君の貞操を守れるかをね」

　柊は囁くと、雪香の耳にふっと息を吹きかけた。そして、スカートを下ろそうとする雪香の手をそっと止める。

「雪香。スカートはたくし上げたままで」

「は、はい。ひゃっ！」

　大きな手が両側から掬うようにして太ももを擦り、背筋がぞくりと震えた。

「は、ふ」

「肌を撫でただけなのに、もう感じてる？」

「……柊さんの、意地悪」

　楽しげに言う夫を睨みながら唇を尖らせれば、触れるだけの口づけを繰り返しされる。優しいばかりのキスも気持ちいい。太ももを撫でる手にも、小さなさざなみのような快楽をかき立てられる。けれど……。

「柊さん、もっとほしいです」

　甘え声でねだりながら柊の唇を誘うように舐めても、ふいと美貌は遠ざかってしまう。そして今度は、耳朶をちろちろと舌先で嬲られた。

　──これは、明らかに焦らされている。

『牙を立てて食べてください』と自ら言っている獲物がいるのに、柊は優しく肌を探るだけだ。涙目になりながら夫を見れば、にこりと妖艶な笑みで返される。その凄絶なくらいに美しい笑顔にも、官能が甘やかに刺激された。

「雪香、どうしてほしい？」

「柊さんに、触って……ほしいです」

「どんなふうに？　どこを触ってほしいか、自分で示してみせて」

「じぶん、で」

　触ってほしい場所はたくさんあるが、疼く下肢は貞操帯に包まれている。そうなると、選択肢は多くはない。

　スカートから手を離してシャツを捲り上げ、ブラをそっとずらす。白く柔らかな胸が震えながら姿を現し、淡いピンク色の乳輪とすでにつんと立っていた頂が姿を現した。それを目にした柊の瞳には、明らかな期待が漏れ出る。

　柊の手を取って、慣れない所作で胸へと導く。柔らかな肉に男らしい手がふかりと埋まり、雪香はほうと細い息を吐いた。

「ここに、触れてください。先を摘んで、いっぱい遊んでほしいです。そして……気持ちよくして」

「──ッ」

　いまだ慣れない誘いの言葉を口にし頬を熱くしながら見上げれば、柊はなぜだか言葉に詰まる。誘い方に色気が足りなかっただろうかと、次の言葉を脳内で模索していると……。

「ん……っ」

　強引な動作で唇を塞がれた。

「ふ、あ……あっ」

　柊の厚い舌が唇を割り、雪香の小さな舌を絡め取る。ざらりとした舌の表面同士を擦り合わされると、意識が一気に蕩けていく。胸の頂の蕾を指の腹で撫でられれば刺激が湧き立ち、足が震えて力が抜けた。崩れ落ちそうになる雪香の腰を柊の腕がしっかりと支え、その場になんとか立たされる。

　息を乱しながら、柊から与えられる感覚を享受する。硬くなった蕾を指先で摘まれ、指の間で転がされた瞬間。

「──ぁあッ！」

　雪香は体を震わせながら、軽く達してしまった。

「雪香は悪い子だな。せっかく貞操帯を着けているのに、胸だけでそんなに感じるんだから。……これでは、一生外に出してあげられないかもしれない」

　息を切らせる雪香の頬を両手で包み、熱い吐息とともに柊が囁く。

　執愛が仄めく声音、獲物を狙うような視線。それらから感じる柊の執着の重さに、心がざわめく。しかしそのざわめきは恐れからではなく……ときめきから起きたものだった。

「……柊さんが望むなら、いいですよ」

「……雪香？」

　雪香の言葉を聞いて、柊はあっけにとられた様子になる。そんな柊に、雪香は微笑んでみせた。

「私は柊さんにだったら、一生どこかに閉じ込められてもいいです」

　柊と閉ざされた世界で過ごす想像をする。それはきっと、幸せな箱庭になるのだろう。

　しかしそんなことになれば、公の場で柊の隣に立つことができなくなってしまう。

　柊の次期社長という立場を考えれば、パーティーなどの女性のパートナーが必要となる場はたくさんあるだろう。それこそ今後何十年の間、何度も、何度もだ。

（その場合。柊さんの隣には……莉杏さんが立つことになるのかな）

　胸が強く痛み、雪香はわずかに唇を噛み締めた。

　指が優しく、雪香の頬を拭う。その指先にはなぜか水滴がついていた。

「泣かないでくれ、雪香」

「え……」

　眉尻を下げながら言われて、雪香は自身の頬が濡れていることに気づいた。頬を流れる涙を、柊の指先が何度も拭う。その優しい感触に、雪香は身を任せた。

「完全に冗談……とは言い切れないが。君の自由を、同意なしに無理に奪うつもりはない」

　柊はそう言って、少し困ったように笑う。

（冗談とは言い切れないんだ）

　貞操帯を持ち出すような夫なのだ。その執着は沼のように深く、一度嵌ると二度と抜け出せないものなのかもしれない。そしてその執着に浸ることは心地いいのだろうと想像してしまう雪香自身も、きっと重たい女なのだと思う。

「公の場で妻として柊さんの隣にいられないのは嫌だなって、思ってしまいました」

「……雪香」

「私。この前みたいなことが起きないように、しっかりした女性になる努力をします」

「…………そうか」

「死ぬ気でたくさん努力します。それでも、柊さんが不安になるのだったら」

　言葉を切ると、雪香はじっと柊を見つめる。すると切れ長の目が雪香を見つめ返した。

「閉じ込めてしまって、いいです。──ひゃっ！」

　突然の浮遊感に雪香は小さく悲鳴を上げた。柊が雪香を横抱きにしたのだ。

「君は俺を甘やかしすぎだ。際限なく、自分の欲が止められなくなりそうだ」

「甘やかしてくれているのは、柊さんだと思いますけれど」

　つむじに頬を擦り寄せながら言われ、雪香は首を傾げた。雪香はこの夫に、柔らかな綿で大事に大事に包まれるようにして甘やかされているという自覚がある。けれど自分が甘やかしているなんてことは、夢にも思っていなかった。

「いいや、君は甘い。俺のやることなすこと、ぜんぶ許してしまうんだから。……ベッドの上で、もっと俺を甘やかしてくれ」

　欲情がこもった声で告げてから、柊は寝室へ向かって足を動かす。

　ベッドで行われる行為を想像すると、蜜壺がきゅうと疼く。しかしつい触れた下腹部には、堅牢な貞操帯の感触があった。

「もちろん、貞操帯は外そう。俺ももう限界だから」

　物欲しげな雪香の様子を見た柊は、くっと喉を鳴らして笑う。二人は寝室にたどり着き、雪香の体はベッドの上に優しく寝かされた。

　スカートが捲り上げられ、貞操帯が露わになる。柊はポケットから貞操帯の鍵を取り出すと、少し性急な仕草で鍵を鍵穴に差し込んだ。

「あ……」

　カチャリと小さな音を立て、貞操帯の鍵が開く。貞操帯はすぐさま剥ぎ取られ、柊はすでに濡れそぼっていた蜜壺へとむしゃぶりついた。

「あ、あっ！　……ああっ！」

　急に与えられた強い刺激に、体がびくんと跳ね上がる。身をよじると逃さないというように、柊の手が雪香の太ももを強く押さえつけた。

　花芽を吸い上げられると頭の奥が熱くなり、唇からは自然に喘ぎが零れる。雪香の声をさらに引き出そうとするように、柊は何度も花芽や花びらを舌や唇で愛撫した。

「ん、やぁっ」

　舌先が蜜口に埋まり、ゆっくりと動く。同時に指先で硬くなった花芽を刺激され、雪香は足先をピンと伸ばした。舌で解されるたびに内側は濡れそぼり、柔らかくなっていく。鼻先を埋めるようにして、柊は雪香の内側を一心不乱に味わう。そんな彼の様子を目にすると、いたたまれなさと同時に求められているのだという悦びが強く湧いた。

「や、ん。ああんっ」

　雪香が甘い声を上げれば、柊は嬉しそうに目を細める。そして妻にさらなる奉仕をしようと舌を引き抜き、指を二本蜜穴に沈めた。濡れた隘路は嬉しそうに柊の指にしゃぶりつき、奥へと誘い込もうとするように締めつける。

「雪香、もっと啼いて」

　柊は囁くと、婚姻後行為によって知り尽くした雪香の感じる場所を指で刺激する。夫の指により齎される快感よって、雪香の華奢な体は揺り動かされた。

「ひ、ああっ！」

　クリトリスの裏側を指で押し上げるようにされ、雪香は背を反らす。さらに服の上から硬くなった胸の頂を指の腹で刺激され、切なげな声が唇から零れた。

　隘路はすっかり蕩けきり、切ないようなもどかしさとともに『もっとほしい』という気持ちがこみ上げる。雪香は硬さを持った柊の熱に、自らの足を擦り寄せた。

「柊さん、ください……ほしい」

　潤む瞳で見つめながら夫にねだれば、赤みが差していた柊の頬がさらに赤くなる。

「君はどんどん、魅力的になっていくな」

　柊はぽつりとつぶやいてから、ズボンの前を開いていった。猛々しい熱が現われ、それは雪香の小さな秘部へと添えられる。粘膜同士が触れ合う感触に期待をかき立てられ、雪香はこくりと唾を呑んだ。

「あ、あっ……」

　狭い蜜口が大きな亀頭より広げられ、すっかり馴染んだ圧迫感を感じて雪香は声を上げる。窮屈な入り口を抜けて熱がずるりと奥へ到達すると、わずかな苦しさとともに『自分は柊のものなのだ』という安堵感が到来した。

「んっ……！」

　熱が内側で動かされると、ぐちゅりという猥雑な音が部屋に響いた。それが自らの体が発しているものなのだという羞恥は、動きを繰り返されるたびに快楽へと塗り替えられていく。

「柊さん、柊さんっ」

　名を呼びながら縋りつけば、逞しい腕に抱き返される。そして奥深くへと、杭を打ち込まれた。

「雪香……絶対に君を離さないから」

　夫の声に灯っているのは、強い執着と欲情だ。重たく心地よいそれを感じながら、雪香は与えられる快楽に身を震わせた。
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　雪香が柊に貞操帯で『管理』をされるようになり、早二か月。

　最初は四苦八苦していたこの下腹部を覆う奇妙なものとの付き合いにも、だいぶ慣れたものだ。人間というものは、どんな状況にも慣れるものだ。そんなことをしみじみと感じる。

　友人に『新婚生活、どう？』などと訊かれた時に、妙な一拍を置いて『すごく楽しいよ！』と答えるようにはなってしまったけれど。

　これは『ふつう』からは逸脱した生活なのだろう。けれど雪香の心は満たされている。そして柊も、雪香の下腹部が堅牢なものに守られていることによって、深い安堵を感じているようだった。そんな彼を見ていると、雪香もほっとするのだ。

「ただいま、雪香」

「おかえりなさい、柊さん」

　自身の仕事を途中で切り上げ、帰宅した柊に雪香は抱きつく。仕立てのいいスーツはいつも皺ひとつなく、抱きつくと汚してしまわないか心配になっていたのだが。柊に『遠慮なく抱きついてほしい。雪香に抱きついてもらえないと、俺は寂しい』と言われてからはお言葉に甘えて遠慮なく抱きつくようにしている。

　逞しい胸に顔を埋め、深呼吸をして夫の匂いを肺いっぱいに吸い込む。すると柊から「こら、甘えっ子だな」と楽しそうに囁かれ、大きな手で優しく頭を撫でられた。

「なにも変わりはなかったか？」

「はい。変わったことはなにもなく……。あっ、お仕事を一件納品しました！」

「そうか、それはよかった。お疲れ様、雪香」

「柊さんこそ、お疲れ様です」

　互いの一日を労ってから、軽く唇を合わせる。二人は視線を交わし、楽しそうに笑いあった。

「柊さん、ご飯にしましょう。今日はキーマカレーとサラダです。冷えたビールも用意していますよ」

「それは嬉しいな。しかしご飯……の前に、まずはあれを脱がせてしまおうか。落ち着かないだろう？」

『あれ』というのは、もちろん貞操帯のことだ。

「そ、そうですね。では外してしまいましょう」

　雪香は上ずった声で答えながら、頬を熱くした。

　実のところ、柊に言われるまで貞操帯をしていることを忘れていた。柊からの執着の証だと思うと身に着けている方が落ち着く……などということまで近頃は思うことがある始末だ。

　しかしそれを口に出すのも恥ずかしいと思った雪香は、柊の手を引いて素直に風呂場へと向かった。

　貞操帯を外したあとは、汗などで汚れてしまった下腹部を軽くシャワーで流す。その作業は、柊の手で行われることがすっかり二人のお決まりとなっていた。

　広い風呂場に立って、雪香はスカートをそろそろとたくし上げる。すると柊がスーツのポケットから鍵を取り出し、雪香の前に屈んでから貞操帯に鍵を差し込んだ。そして慣れた手つきで解錠する。緩んだ貞操帯は柊の手で引き下げられ、小さな音を立てて浴室の床へと落ちた。

「さ、お湯で流そう。濡れないように、しっかりとスカートを持っていてくれ」

「はい、わかりました」

「足も、もっと開いて」

「……はい」

　スカートを捲り、なにも穿いていない下腹部を柊に晒す。まるで変質者のようだと思いながらも、雪香はいつもの通りに柊の指示に従った。

「んっ」

　柊は温めのシャワーで雪香の秘部を綺麗に洗う。そしてついでとばかりに、クリトリスに指先で触れた。

「しゅ、柊さん」

「すまない。可愛いここを見ていたら、触れたくなってしまった。少しだけ、いいか？」

　薄茶色の目で雪香をまっすぐに見ながら、悪びれない口調で柊が言う。

「でも、スーツが濡れてしまいます」

　触れられるのはやぶさかではないが、雪香の足は湯でしっとりと濡れている。夫婦の触れ合いをすれば、柊のスーツが濡れてしまうだろう。そして、『ほかのもの』でもきっと汚してしまう。普段使いのものとはいえ、高価なそれを汚してしまうのは忍びない。

「気にしなくていい」

　柊は華やかな笑みを浮かべてから、ゆるやかに指を動かす。すると甘い感覚が、豊かな泉のように湧き出した。その感覚がもっとほしくなった雪香は自ら腰を揺らし、柊の指に花びらを擦りつける。滲み出た雪香の蜜で、柊の長く節くれだった指はたちまちのうちに濡れていった。

「すっかりやらしい子になったな、雪香」

　柊は目を細め、薄い唇の端を上げる。そんな柊を見つめていると、雪香の蜜壺はきゅうと疼いた。

「雪香……本当に君は可愛い」

「あっ……！」

　柊の唇が割れ目に触れ、クリトリスが吸い上げられる。同時に指が柔らかな内側へと滑り込み、優しい動きでの抽送が開始された。指の腹で撫でられれば、柔らかな内側は悦びの蜜を滲み出させる。同時に甘やかな感覚が湧き上がり、雪香の理性を頭の片隅へと追いやっていった。

「ん、あっ。あっ」

　浴室に隘路を解すやらしく濡れた音と、雪香の嬌声が響く。最初は一本だった指はほどなく三本に増え、それは心地よい圧迫感を雪香に与える。指を内側で動かされながら優しく花芽を吸われるたびに、快楽がその気配を増していった。

「雪香、可愛い」

「やっ！　そんなに……吸わないで……っ」

　硬くなった花芽を強く吸い上げられ、雪香は体を大きく震わせる。さらに雪香を追い立てようと、内側で動く指の動きも激しくなっていった。

「あっ。んっ……」

　隘路を指でかき鳴らされ、与えられる快楽に狂酔していく。

「ああっ！」

　内側を強く収縮させ柊の指を締めつけながら、雪香はひと際大きな喘ぎを上げた。花びらの奥から雫が零れ落ち、浴室の床へと数滴落ちていく。

「は、あ。しゅうさん……」

　足から力が抜け、へたり込みそうになる。しかし膝が床につく前に、雪香の体は柊の腕によってしっかりと支えられた。

「柊、さん」

「雪香。壁に手をついて立てるか？」

「は、はい」

　頭を優しく撫でられながら囁かれ、雪香はこくりと頷いた。

　壁に手をつく体勢で立つと、スカートが捲り上げられる。下腹部が剥き出しになったことをひやりと肌に触れる空気から感じ、雪香はこくりと喉を鳴らした。腰に柊の手が添えられ、柔らかな尻に硬いものが触れる。柊の熱がそこにあるのだ。それを察した瞬間。待ちきれないというように蜜壺から蜜が溢れ、太ももをぬるりと伝っていった。そんな様子も見られているのだと思うと、羞恥と同時に少しばかり歪な悦びが湧く。

「雪香、いいだろうか」

「もちろんで……あっ！」

　返事を言い終わる前に花びらに生々しい感触が触れ、熱いものが隘路へと踏み込んでくる。しかし熱杭は一気に奥へは進まず、柊はしばらくの間入り口で浅い抽送を繰り返した。もっと奥にほしくて腰を動かせば、入り口まで熱を引かれてするりと躱されてしまう。そしてまた、浅瀬で淡い動きが再開された。

「柊さん……意地悪です。奥に、奥にほしいです」

　涙目になりながら抗議をすれば、柊は吐息混じりの笑い声を立てる。

「わかったよ、雪香」

「んんっ」

　焦らすようにゆっくりと熱を奥へと進められ、雪香はくぐもった声を上げた。熱は最奥へと到達し、待ちに待った内側が満ちる感覚に雪香は満足げな吐息を漏らす。無防備な背中を柊の手のひらが撫で、与えられた淡い刺激に雪香はその身を震わせた。

「やらしいな。俺のものが呑み込まれているのがよく見える」

「柊さん、そんな恥ずかしいこと……言わないで。や、あっ」

　柊の手が胸へと伸び、優しく揉みしだかれる。胸に触れられながら腟内を緩やかに擦られると、腰のあたりにじわりと熱が溜まっていくのを感じた。

「柊さん、もっと、もっとしてください」

「どんなふうにしてほしい？」

　柊はいたぶるような口調で言うと、欲の宿る瞳で雪香を見つめる。

「もっと、激しく……ああっ！」

　望みの通りに奥を激しく突かれ、雪香の背はピンと反った。柊は熱杭で雪香の内側を満たし、支配していく。その熱によって雪香の理性は完全に溶かされ、体中が感じるための器官になったかのような甘い錯覚を覚えた。

「あ、ん。ああっ」

「雪香、可愛い。もっと感じて、たくさん啼いて」

　柊は熱のこもった声で囁き、雪香の耳裏に舌を這わせる。同時に片手で胸の頂を指先で捏ね回し、もう片手でクリトリスを刺激した。過剰なくらいに与えられる刺激に雪香は翻弄され、柊の望むままに感じながら高い声を上げることしかできなくなる。

「ダメ、こんなの」

「なにが、ダメなんだ？」

　零れた雪香の嬌声混じりのつぶやきに、柊が問いかけてくる。同時に奥を刺激され、雪香は子犬のような声を上げた。

「しゅうさん、どうしよう。きもちい、気持ちいいの……っ」

「そうか、それは嬉しいな」

　優しい声音で言いながらも、柊は激しい腰使いで雪香を追い立てていく。

　たしかに感じる柊からの愛情、そして執着。通じ合っている互いの心。ひたりと触れ合った、柊の熱い体。自身を内側から高めていく──凶悪で優しい欲望。

　ざまざまなものを感じ、蕩けながら、雪香はひたすらに啼き続ける。

「ひ、あっ……ああっ！」

　最奥をねぶるようにぐりぐりと刺激され、雪香はあっけなく高みに達した。

「は、あ。──やぁっ！」

　絶頂に身を震わせる雪香をさらに上へと押し上げようとするように、柊は腰を動かし内側への刺激を与え続ける。

「柊さん、待って。私、イッたばかりで……やぁっ！」

「ん、ごめんね」

　色香溢れる声で謝罪をしながらも、柊がその動きを止めることはない。雪香の奥を逞しい熱で嬲り、ふたたび理性を追いつめていく。

「しゅうさん、や、んんっ」

　強く抱きしめられながら熱杭で濡れた隘路を探られ、感じるところを的確に刺激される。

「──雪香、愛してる」

　執着のこもった愛の言葉と、奥の奥に注がれる白濁。それらを感じながら、雪香はまた甘い声を上げた。







四章








　貞操帯生活をはじめて、三ヶ月が経った頃。

「雪香。フルミ屋のレセプションパーティーに招待をされたのだが、パートナーとして参加してくれないか？」

　仕事から帰宅した柊がそう言いながら、雪香に一枚の招待状を手渡した。雪香はそれを受け取り、目を輝かせる。

「パーティーですか？　ぜひ、ご一緒したいです！」

　父親の仕事関係のパーティーには何度も参加したことがあるが、過保護な父と兄に囲まれて過ごすばかりだった。それはそれで楽しいものではあったのだが、伸び伸びとパーティーを楽しんだと言うにはほど遠い。

（柊さんとのパーティーなんて、楽しみ）

　生まれてはじめての『好きな人』とのパーティーなのだ。想像すると心が踊ってしまう。

　フルミ屋はアルイク、そして雪香の生家が営んでいる桃香屋とも交流のある製菓系の大手企業だ。浮かれているばかりではなく失礼のないよう、そして柊の妻として恥ずかしくないよう過ごさねばならない。

（大事なパーティーに連れていってもらえるということは、妻として少しは頼りにされてるってことなのかな）

　そんな嬉しさが湧き上がり、自然と頬が緩んでしまう。

　柊は嬉しそうな雪香を複雑そうな表情で見つめている。そして、小さくため息をついた。

「……柊さん？」

「嫌だな。パーティー仕様に着飾った雪香を誰にも見せたくない。絶対に悪い虫がつく」

　眉間に深い皺を寄せながら、柊はまるで子供のような口調で言う。そんな彼が可愛く思えて、雪香は小さく声を立てて笑ってしまった。

「雪香、笑いごとじゃないんだ」

「ですけど。虫なんて少しパーティーに顔を出したくらいで……」

　先日のようなことはそうそう起きない……と思いたい。

　しかしあの男もエレベーターの中で二言三言話しただけで、ああなってしまったのだ。それを思うと少しばかり自信がなくなる。

「俺だって雪香に一目惚れだったんだ。君を一目見て夢中になるのは、起き得ることだよ。パーティーでは絶対に俺の側を離れないようにな」

　柊の表情はあくまで真剣なものだ。

「は、はい」

　その勢いに押されるように、雪香はこくりと頷く。すると柊は少し安堵したように笑った。引き寄せられ、逞しい腕の中に閉じ込められる。見上げれば、どの角度から見ても鑑賞に堪えることができる柊の整った顔が視界に入った。

（柊さんって……本当に綺麗）

　端整な美貌を見つめながら、しみじみとそんなことを思ってしまう。

　柊は雪香に『悪い虫』がつくことばかりを心配するが、柊に『悪い虫』がつく可能性の方が高いのではないだろうか。

　彼は人目に立つ美男の上に、少し執着が強いところもあるが基本的には性格はよいと雪香は思っているし、社会的な身分も高い。惹かれない女性の方がきっと珍しい。

　既婚者ではあるが……桃香屋の娘であること以外取り柄がない雪香相手ならば、奪えると判断する女性もいるだろう。

「雪香、どうした？」

　雪香が黙りこくってしまったので不思議に思ったのか、柊が首を傾げる。

「柊さんこそ、悪い虫に気をつけてくださいね」

　胸にこつりと額をつけて逞しい体を抱き返しながら言えば、雪香の体を抱く腕に力が込められた。

「それはもしかして、焼きもちかな？」

「そうですよ」

　誤魔化しても仕方がないので、雪香はきっぱりと言い切る。

「……可愛い。女の焼きもちなんて鬱陶しいだけだと思っていたが、雪香からの焼きもちは心地いいな」

　笑い含みに告げられたその一言を聞いて、雪香の眉間には深い皺が寄った。

「……過去にそんなにたくさん、女性に焼きもちを焼かれたんですね」

　柊の過去に存在した女性たち。先ほどの柊の言葉からそれを想像し、泣きたい気持ちになってしまう。雪香は深いため息を零しながら顔を俯かせた。

「いや、その。雪香。あくまで昔の話だよ」

　頭上で、今まで聞いたことがないくらいに慌てた柊の声がする。それを無視してぐりぐりと胸板に頭を押しつけていると……。

「すまない。……失言だった」

　落ち込みを感じさせる暗い声が耳に届き、恐る恐るという手つきで頭を撫でられた。

「一生一緒にいたいと、そして大事にしたいと思ったのは君だけなんだ。それは信じてほしい」

　ちらりと柊の方を見れば、主人に叱られ尻尾を丸めた犬のような情けない表情になっている。

　心に刺さった棘はまだ抜けそうにない。けれどいつまでも怒ったままというのも大人げないような気がする。雪香はしばし考え……口を開いた。

「その言葉に嘘はありませんね？」

「ああ、絶対にない」

　じっと見つめながら問いかければ、柊は真剣な表情で返事をしてから頷く。

「じゃあ、今から甘やかしてください。そうしてくれれば少しだけ信じます」

　存分に甘やかしてもらって忘れよう。雪香の出した結論はそれだった。

「少しだけ……。いや、どんなふうに甘やかしてほしい？　なんでも言うことを聞く」

　雪香から望みを聞き出そうとする柊の様子からは、必死さが伝わってくる。

　──柊に、愛されている。

　そのことを改めて実感し雪香は口元を緩めそうになったが、慌ててそれを引きしめた。

「柊さんが作ったご飯が食べたいです。その……今日は仕事が立て込んでいたので、まだ準備ができていなくて」

「ああ、そんなことはお安い御用だ。ほかには？」

　雪香が口にした望みを、柊はまぶしい笑顔を浮かべて軽やかに承諾する。

「美味しいデザートもほしいです」

「そうか、急いで買ってこよう。ほかは？」

「……お風呂で体を洗ってほしいです」

「それは、俺にとってご褒美にしかならないんだが」

　柊はそう言うと、不思議そうに首を傾げた。

「体を洗う間、やらしいことはしないでください」

「…………なるほど。つまりは新手の拷問だな」

　追加の要望を聞いた柊は、少し苦い顔になる。それを見た雪香はくすりと笑ってから、言葉を続けた。

「お風呂から上がったら、手絞りのジュースが飲みたいです」

「うん。美味しいものを用意しよう」

「それと、たくさん好きって言ってください」

「それは、いくらでも言う」

　雪香の要望の数々に、柊は嬉しそうな表情をしながら耳を傾ける。そして……。

「もっとワガママを言ってもいいのに」

　と言ってくすりと笑った。雪香としてはじゅうぶんワガママを言ったつもりだったのだが、柊にはそう聞こえなかったらしい。

「……もう思いつきません」

「そうか。では俺に君を甘やかす方法を考えさせてくれ」

　雪香が降参の声を上げると、柊は楽しそうに思考を巡らせはじめる。

　そして要望したことよりもたくさんの『甘やかし』を、雪香は受けることになるのだった。
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　レセプションパーティーの日となり、雪香は緊張しながら柊の隣に立っていた。会場は都心にある誰もが名を知るホテルで、その大広間を貸し切って行われている。千人ほどが収容できる綺羅びやかな装飾の広間にはすでにたくさんの人々がおり、給仕から渡される飲み物を手にしてそれぞれ会話を楽しんでいる様子だった。

　人々でごった返す会場を見渡してから、雪香は小さく息を吐いた。

　パーティー自体には慣れていると思っていた。しかし父と兄という庇護者にしっかりと守られているだけの状況と、柊の妻としてきちんとした立ち居振る舞いをしなければならないという状況では、想像していた以上に緊張の度合いが違ったのだ。

　今日の雪香は青いワンピースタイプのドレスを身に着けている。柊が選んだそれは上品なデザインで……できる限りの肌の露出が抑えられたものだった。柊いわく『ほかの男に雪香の肌を見せる筋合いがない』ということらしい。その独占欲がくすぐったく、そして嬉しくもあった。

「雪香、そんなに緊張しなくていい」

「は、はい」

「俺が側にいるから」

「はい」

　夫に優しく声をかけられ、雪香は何度も頷いた。

（だけど、こんなに見られていると……。緊張しない方が難しいな）

　あからさまなものからこっそりと盗み見るようなものまで、会場のあちこちから視線が二人に向けられている。その中には清々しいくらいに隠す気がない、女性からの敵意の視線も多く含まれていた。

（……やっぱり、柊さんってモテるんだなぁ）

　そんなことを思いながら、雪香は小さく息を吐いた。

　隣に立つ柊に視線を向ければ、柔らかな笑みを向けられる。その愛おしいという気持ちを隠さない柊の表情に当てられたのか、周囲が少しざわついた。

「雪香。本当に綺麗だな」

　本日何度雪香に告げたかわからない褒め言葉を、柊はまた口にする。

「ありがとうございます。柊さんもとても素敵です。今日だけじゃなくて、素敵なのはいつもですけれど」

　雪香はその言葉に頬を赤く染めながら、こちらも本日何度目かの柊を褒める言葉を口にした。

「いつも素敵と思ってくれているんだ？」

「はい。柊さんはどんなふうにしていても、素敵です」

　長い手足をオーダーメイドのスーツに身を包んだ今夜の柊はとても素敵だ。しかし部屋でのんびり過ごしている時のラフな格好も違うよさがあるし、寝起きの少しぼんやりとした顔すらも美しいと感じている。そんな思っていることを素直に伝えれば、柊の頬は嬉しそうに緩んだ。

「少し照れるが……嬉しいな。俺もいつも雪香のことが可愛いと思ってるよ」

「柊さん……」

　はにかむ雪香の額に柊は口づけ、耳元へと唇を寄せる。

「可憐なドレスの下に、無骨な貞操帯を着けた君も素敵だ」

　そして、雪香の腰を抱きながらとんでもないことを言った。

　そう、今夜も雪香は貞操帯を身に着けている。ドレスは薄い生地なので『妙なもの』を着けていることが察せられないかと、雪香はパーティーへの緊張とは別種の緊張も抱えていた。

「柊さん……！」

　顔を真っ赤にしながら軽く胸を叩けば、柊は快活な笑い声を立てる。

「大丈夫、バレないよ」

　……本当に安堵していいものなのだろうか。

　猜疑心のこもった視線を柊に投げる。すると、また額に口づけをされた。唇ではないので一応周囲に気を使っている……のだろうけれど。主に女性たちからの視線が痛い。

「いやいや、楽しそうなところすまないね」

　二人に、いかにも役員という風格の白髪交じりの頭をした中年男性が声をかけてくる。柊は雪香から少し身を離すと、その男性へ会釈をした。

「お久しぶりです、常務。雪香、こちらはフルミ屋の田た中なか常務だよ。昔からお世話になっているんだ」

「久しぶりだね、大浦君。奥様、はじめまして」

「はじめまして。大浦の妻の雪香と申します」

　雪香は緊張しながらも精一杯の笑顔を浮かべて挨拶をする。それを皮切りに次々に声をかけられ、身分がある人々との緊張感を孕んだ挨拶が何度も繰り返された。しばらくすると柊に想いを寄せているのだろう女性たちも挨拶の列に混じりはじめ、雪香に明確な敵意を向けるのだが……。『妻が可愛くて仕方がない』という柊の態度に想いを跳ね返されては、すごすごと引き返すことになるのだった。

　そして、挨拶の波が落ち着いた頃。

「こんばんは」

　黒のドレスに身を包んだ莉杏が、二人のもとへとやってきた。莉杏もこのパーティーに呼ばれていたらしい。彼女の姿を目にした瞬間。雪香は思わず見惚れてしまう。体のラインが綺麗に出るドレスに身を包んだ莉杏は、まるで美の化身のようだった。大人の女性の色香をふんだんに漂わせた彼女には、男女問わずの羨望の視線が集まっている。

「里中君、こんばんは。そのドレス、なかなか似合っているな」

「こんばんは、部長。部長こそ、そのスーツなかなか似合ってますよ」

　柊と莉杏は軽い調子で言葉を交わす。並んだ二人は理想の男女を体現したかのようにお似合いで、雪香はその光景を見ていられなくなり目を逸してしまう。

「雪香さん、お久しぶりです」

　莉杏は雪香に笑顔を向けると、快活に声をかけてくる。雪香は慌てて笑顔を作った。

「莉杏さん、お久しぶりです。その説はお世話になりました」

「いえいえ。時間外手当は美味しかったですし、あんなに立派なタワーマンションの内部に入れたのも興味深かったです。またお邪魔したいくらいですよ」

　莉杏は端整な美貌で楽しそうに笑う。

「来なくていいよ。毎日みたいに顔を合わせてるのに、帰っても里中君と顔を合わせるなんて仕事気分が抜けなくなる」

　柊がそんなふうに口を挟み、莉杏は少しだけ頬を膨らませた。

「いいじゃないですか、気持ちが引き締まって」

「嫌だよ、家ではゆっくりしたい」

　二人は実に楽しそうに会話をする。雪香は置いてけぼりになったような心地になり、柊の服の裾をぎゅっと握った。

「どうした、雪香？」

「いえ、その。なんでもないです」

　なんと言っていいのかわからず、雪香は眉尻を下げる。

　──柊の大事な仕事上のパートナー。自分の知らない柊の顔を知っているだろう莉杏。そんな彼女に嫉妬をしている。

　そのような理不尽なことを、言えるはずがない。

「部長が女性の目ばかり集めているから、心配なんじゃないですか？　雪香さん、安心してくださいね。部長が可愛い奥様一筋なのは、社内ではもう有名な話なので。そしてこのパーティーで、その噂は社外にも広がるんじゃないかと思いますよ」

　莉杏はそう言ってから、柊の肩を軽く叩いた。そんな気安い仕草からも、平素の二人の仲のよさが察せられる。

「雪香」

　柊の手が雪香の頬に触れ、優しく上を向かされる。

「……君だけだ」

　甘やかな声でそう告げる柊の背後で、莉杏が「甘い甘い」と苦笑しながら肩を竦めるのが見えた。

（……柊さんの言葉を、信じたい）

　強くそう思っているのに、胸の内側では嫉妬の波が暴れ収まらないままだ。目を伏せる雪香の額に、柊は優しくキスをする。その唇の感触が離れていくことが、どうしようもなく寂しく思えた。

「ほんと、ご馳走様です。では、私はそろそろ失礼しますね」

　莉杏はそう言うと、美しい一礼をする。

「明日の会議の資料、後ほどメールしますね」

「ああ、助かる」

「そうだ。小こ嶋じま様との会食用のお店の候補も、一緒に送っておきます。ほかには──」

　そして顔を上げると、いくつかの連絡事項を伝えてから「では、失礼いたします」と言ってから身を翻した。

「……かっこいいなぁ」

　莉杏の後ろ姿を見つめながら、雪香はぽつりと漏らした。そのつぶやきを聞いた柊がくっと笑う。

「あれでも里中君は、結構抜けているところもあるぞ」

「……お二人は、仲がいいんですね」

「まぁ、付き合いも長いしな。そろそろ三年か」

『三年』。雪香と柊の付き合いは、まだ一年未満だ。彼らの間には、それ以上の積み上げられた年月がある。

　心が雨に濡れた布地のように、どんどん重くなっていく。その重みに引きずられるように、雪香は顔を俯かせた。

「雪香、里中君とはどうこうなったことはないからな。それに彼女は──」

　柊がなにかを言っているがそれも耳に入らないくらいに、雪香の心は深く深く沈んでいった。
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　パーティーから帰宅後。柊に貞操帯を外してもらってから、雪香は柊を寝室に誘った。そして……柊の手を寝室に持ち込んだ荷物紐でしっかりと縛り上げた。

　柊が抵抗する様子はまったくなく、手を縛る雪香を不思議そうに見つめるだけだった。だからこそ非力な雪香が、手だけとはいえ柊を拘束できたのだが。

「……雪香。これはどういうつもりなのかな？」

　柊に首を傾げながら問われ、雪香は眉尻を下げた。

「パーティーで莉杏さんと仲よくしてるのを見ていたら、不安になってしまって」

「不安？」

「あんな素敵な人が側にいるんです。柊さんが……取られないか心配なんです」

　そう言いながら体重をかければ、柊の体は素直にベッドに沈む。転がった体の上に雪香は跨がり、彼を見下ろした。

「私だって不安になるし、柊さんを束縛したいと思う時もあるんです」

「なるほど」

　柊は縛られた手首と雪香を交互に見つめる。そして、ふっと口元を緩めた。

「雪香。ここからどうしたいんだ？」

「どう？」

　……縛ってはみたものの、実は先のことはあまり考えていなかった。

　物理的に束縛したらなんらかの安心感が得られるかとも思ったがそんなこともなく、内心途方に暮れているくらいだ。

「なにかをしたいから、こうして縛ったんだろう」

　そう言って笑う柊の表情は、『これから雪香がなにをしてくれるのだろう』という期待に満ちている。そんな彼の様子に、余裕のない雪香が気づくことはなかった。

「……今夜は、私が柊さんを好きなようにします」

　雪香は恐る恐るそう宣言し、柊の様子をちらりと見る。

「いいよ、好きにしてくれ。それで雪香が安心するのなら」

「は、はい」

　優しい口調で許諾され、雪香はこくりと頷く。そしてドレスを脱ぎ捨て下着姿になってから、柊のシャツの隙間にそっと手を滑らせた。

　手のひらで感じるしっかりとした筋肉の感触に、雪香は感嘆する。夢中になってその手触りを堪能していると、柊がくすぐったそうに笑った。

　顔を逞しい首に近づけ、肌をちゅうと強めに吸い上げる。すると小さな赤い花が淡く咲く。それを目にした瞬間、雪香の内側に熱が灯った。

（私のつけた、所有の証）

　何度も、何度も。柊の肌に証を刻む。そうしながら胸板を手で探れば小さなしこりが指先に当たり、それを指先で転がす。するとまた、柊がくすぐったそうに笑った。

　体を押しつけながら夢中で首や胸の肌を吸っていると、柊の下腹部が張り詰めていることに気づく。手を伸ばして布地の上からそれを撫でれば、柊は小さな吐息を漏らした。

　もっと……自身の手で柊の反応を引き出したい。頬に赤みが差した柊を目にしているとそんな欲望が湧き上がり、鼓動を速めていく。柊は自分のものなのだと。こうしていいのは自分だけなのだと。その実感が、どうしてもほしかった。

「柊さん。ここに触れられるの、気持ちいいですか？」

「ああ、気持ちいいよ」

「では、もっと触りますね」

　慣れない手つきでベルトを外し、スラックスの中に手を差し入れる。下着の上から硬くなった熱に触れただけで、雪香の胎の奥はきゅうと疼いた。四苦八苦しながらスラックスを下着ごと引き下ろせば、布地によって押さえ込まれていた熱が勢いよく立ち上がる。

「柊さんの……」

　ふだんは恥ずかしくてまじまじと眺めることはない柊の熱を、ここぞとばかりに雪香は眺める。それはほかの皮膚よりも褐色がかった色で、平素自分の内側に収まっていることが信じられないくらいに大きく逞しかった。

「雪香。そんなに見られると恥ずかしいんだが」

「柊さんは私が恥ずかしいと言っても、私のあちこちを見るじゃないですか」

「……それはそうだが。参ったな」

　柊は恥ずかしそうに言いながら、思い切り眉を下げる。そんな柊を目にしていると、滅多に湧くことのない加虐の悦びが胸に湧いた。

（……よし）

　雪香は思い切って熱に顔を近づけ、丸い先端に舌を這わせる。すると舌先に苦いようなしょっぱいような味が広がった。

「雪香、なにを……！」

「ふだん柊さんがしてくれることを……しようかと」

　焦った声が柊から上がるが、雪香は構わず熱杭に舌を這わせる。雪香の拙い愛撫にも熱は震え、その硬度を増していく。柊が感じているゆえの反応なのだと思うと、愛おしい気持ちが胸を満たす。雪香は夢中で柊の熱を味わいながら、慣れない手つきで幹を擦り上げた。

「ん、ふ」

「雪香、やめなさい。……んっ」

「や、です。柊さんは、私のなんですから。ほかの人には渡しません！」

「雪香、大丈夫だから」

　熱を思い切り頬張る雪香の頭を、柊の片手が優しく撫でる。

（……ん？　片手？）

　柊の両手はしっかりと縛ったはずなのに、どうして片手で撫でられるのだろう。そんなことを思いながら熱杭から口を離して柊に目をやれば、その両手はいつの間にやら自由になっていた。解かれた荷物紐は綺麗に纏められて、ベッドの片隅に置いてある。それを目にして、雪香は目を丸くした。

「柊さん。どうして……！」

「雪香。あの程度の束縛では、すぐに解けてしまうよ。今度はもっとしっかりと縛るといい。そうだな、結束バンドで手首や親指を縛るのもオススメだ」

　柊は物騒な『オススメ』をしながら自由な両手をひらひらと雪香に見せてにっこりと笑うと、半身を起こす。そして雪香の肩に両手を置き、軽く力を入れた。

「ひゃっ！」

　その軽い力で簡単にベッドに押し倒され、雪香は目を白黒させた。頬を染めた妖艶な表情の柊に見下ろされ、両手首をしっかりと拘束される。形成はすっかり逆転しており、雪香は頬に冷や汗を垂らした。

「雪香の気持ちはよくわかったよ」

「しゅ、柊さん」

「俺は雪香のものだよ。そして、雪香も俺のものだ。一生、それ以外認めない。ほかの人間に触れさせたら絶対に許さない。閉じ込めて、二十四時間監視することになるだろうね」

　──一言一言、感情の重さを込めるようにして告げられる。

　心臓がどくどくと大きな音を立て、目の前の舌舐めずりをする獣から一瞬たりとも目を離せない。

「柊、さん」

　獣の名を呼ぶ声は掠れ、空気をわずかに揺らすだけだった。

「……雪香も俺を束縛したいんだよね。両想いで嬉しいよ」

　柊の手が雪香の腰に伸び、感触を楽しむようにゆっくりと撫でる。手は少しずつ雪香の秘部に近づき、指先が下着の上から花びらに触れた。

「んっ……」

　蜜でしっとりとしたショーツのクロッチ部分を、柊の指が何度も擦る。するとさらに蜜が滲み出し、下着は使いものにならないくらいにぐっしょりと濡れてしまった。

「やらしい。触れる前から濡れていたよな？　俺のを咥えながら濡らしたんだ。雪香はいけない子だね」

「そ、その。それは……」

　事実なのだが、改めてそう言われてしまうと恥ずかしい。涙目になりながら柊を見れば、楽しそうな笑みを浮かべた彼に少し乱暴に唇を奪われた。

「んっ、んんっ」

　唾液の一滴も逃すまいとするかのように、激しく口内を貪られる。柔らかな頬の内側も、白い歯列も、固さのある口蓋も、小さく滑らかな舌も。柊の舌によって蹂躙され、吐息さえも奪われそうだ。

　柊は激しい口づけを与えながらクロッチの隙間から指を差し込み、蜜壺へ指を二本埋める。そして内側を甘く刺激しはじめた。

「あっ、ああっ！　んむっ！」

　唇の隙間から零れ落ちた嬌声は、さらに深く重ねられた唇によって音をなくす。長すぎる口づけと執拗な動きで追い立てる指によって雪香の体は高められ、溢れた蜜がシーツを点々と濡らしていった。

　雪香の唇をさんざん蹂躙してから、柊は唇を離した。同時に蜜壺から、ぐちゅりと濡れた音を立てつつ指を引き抜く。

「……あ」

　先ほどまで密着していた形のよい唇を、雪香は物欲しげな目で追ってしまう。すると柊は見せつけるように、自身の指を濡らす雪香の蜜を舌で舐め取った。『そんなことしないで』と言いたいのに、柊の紅い舌から目が離せずこくりと喉を上下させるばかりとなってしまう。そんな雪香を流し目で見て、柊は小さく笑った。

　柊がほしい。体の奥が疼いて、彼をほしがっている。それを伝えるために、雪香は口を開いた。

「柊、さん」

「どうした？　雪香」

　名前を呼べば、少し意地悪な表情で首を傾げられる。雪香がほしいものを察しているが、雪香自身に言わせたい。そんな時に、柊がする顔だ。

「……ほしいんです」

「じゃあ、どこになにがほしいのか。自分で示して」

　柊はそう言い、雪香の頬を優しく撫でる。雪香は言葉に詰まりながら、柊を見つめた。

　これは言葉遊びのようなものだ。雪香が本気で嫌がれば、柊は『仕方ないな』と嬉しそうに言いながら優しく愛してくれるのだろう。けれど……。

（柊さんのことがほしいのだと、言葉や態度でちゃんと示したい）

　羞恥で頬を熱くしながら、ショーツを脱ぎ捨てる。雪香は足を大きく開き、自らの手で花びらを左右に開いてみせた。

「雪香……」

　雪香の痴態を目にして柊は目を瞠る。柊の視線が全身に、そして広げられた恥部に向けられるのを感じ、雪香の全身は熱を帯びた。

「ここに……柊さんのが、ほしいんです」

　真っ赤な顔を伏せながら、雪香は震える声を絞り出した。雪香が言葉を言い終わるのと同時に、膝裏に手をかけられベッドへと押し倒される。

「本当に君は。やらしくて、可愛くて、愛おしいな」

　柊はうっとりとした口調で言うと、秘所へと熱を押しつける。そして数度、花びらの上で熱を滑らせた。

「たくさんあげるね、雪香」

「あ……っ！」

　濡れそぼる蜜口に待ち望んでいた肉杭を打ち込まれ、雪香は喘ぎを漏らした。蜜壺は奥へ奥へと柊の熱を呑み込んでいく。

「や、あ。あっ……」

「すごいね、美味しそうに食べてる。雪香のここは貪欲だね」

「柊さん、きもちい。あ、ああっ」

「ん……もっとあげるね」

　柊は微笑むと腰をゆるゆると動かす。柔らかな肉を硬い熱で擦られ、飼い慣らされた体は快楽に震えた。

「好き。柊さん……っ」

「ん、俺もだよ。こんなに人を好きになることがあるなんてな」

　手のひらを重ねられ、指を絡めて繋がれる。縋るように指に力を込めれば、優しい力で……けれど執着を込めて握り返された。甘い束縛を感じ、雪香は笑みを浮かべる。

「君が思っている以上に、俺は君を愛していると思うんだ。ほかの女なんて見るはずがない」

　腰を激しく動かされれば、接合部からぐちゅぐちゅとやらしい水音が立った。押し込まれ、引き抜かれ。それを繰り返されるたびに、甘やかな悦びが湧き上がる。

「しゅうさん、あぅっ」

「雪香、もっと俺に執着していいよ。いくらでも縛っていい」

　悪魔のような言葉を耳に吹き込まれ、喜びからの涙が滲む。その涙は優しく柊の唇に吸い上げられた。

「柊さん……私も。柊さんに、執着されたいです……ああっ！」

　柊の熱が内側でさらに大きくなり、最奥に叩きつけられる。強い快楽が弾け、目の裏にチカチカと白い光が弾けた。

「君は本当に、俺を甘やかしすぎなんだ」

　熱のこもった声で囁いてから、柊は指を解いて雪香を強く抱きしめる。揺らされ、声を上げ、目の前の愛しい存在に縋りつく。その甘やかな行為に、雪香の体は高められていった。

「雪香、雪香」

「あ、ああっ！　やぁっ──！」

　熱に浮かされたような声で名を呼ばれ、最奥に熱杭を押しつけられる。雪香が体を震わせながら達するのと同時に、内側に熱いものが注ぎ込まれた。

「……早く、孕めばいいのに」

　柊は執着に満ちた言葉を零しながら、まだ硬さのある熱をぐりぐりを奥へとねじ込んだ。快楽の残り火が灯る体は、その動きによってまた疼きに震える。

　熱がずるりと蜜口から抜け落ち、それを追うようにして白濁と蜜が混じりあったものが零れ落ちた。それらはぬらりと、雪香の肌を濡らす。

「は、あ」

　息を荒げていると啄むような口づけを何度もされ、くすぐったい心地になる。汗で濡れた柊の前髪を指でかき上げれば、愛おしげな笑みを向けられた。

　しばらく呼吸を整えたあとに、雪香は謝罪をしようと口を開いた。

「柊さん。妬いたりして、本当にごめんなさい」

「構わないよ、雪香の焼きもちは嬉しいから。だけど」

　柊は言葉を切ると小さく笑う。そんな夫の様子に、雪香は首を傾げた。

「だけど、なんでしょうか？」

「パーティーの時にも言ったけれど、里中君は既婚者だよ。社の者と結婚している」

「……え」

　柊の言葉に雪香は目を丸くしながら、パーティーの時のことを思い返す。莉杏が去ったあとに柊がなにかを言っていた気がするが、雪香はその時思考の沼に囚われていた。

（まさか、あの時）

　顔から血の気が引き、みるみるうちに青ざめていく。

「申し訳、ありません。ちゃんと聞いていなくて」

　謝罪する雪香の頭を、柊の手がするりと撫でる。そして、ほっとするような優しい笑みが向けられた。

「会場は騒がしかったし、仕方ないよ。ついでに言えば、俺は彼女の好みじゃないしな。彼女が独身の時も含めて、互いに恋慕の情を抱くことはなかったよ」

「……好みじゃない？」

　雪香は大きな目をぱちぱちと瞬かせた。柊はごく控えめに言って、輝くような美男である。こんな美男が『好みじゃない』なんて人間がいるなんて、とても信じられなかったのだ。

「里中君は柔道の選手のような……。大きくて筋肉と脂肪が適度についた男性が、お好みなんだ」

　柊はそう言うと手早く衣服を身に着けてから立ち上がり、リビングからスマホを持ってくる。そして、一枚の写真を雪香に見せた。

　その写真は社内行事のバーベキューの時に撮られたものらしく、両手に大きな肉の串を持った熊のような風貌の男性の隣で幸せそうに莉杏が微笑んでいるものだった。写真の中の莉杏の表情はすっかり蕩けきっており、隣の男性のことが大好きなのだと顔中で物語っている。それを目にして、雪香はあっけにとられた。

「私、本当に見当違いの焼きもちを焼いていたんですね。その上、柊さんにとんでもないことまでしてしまいました」

　涙目になる雪香の頭を、柊の手がまた撫でる。柊は「風邪をひくとよくないな」とつぶやきクローゼットからルームウェアを取り出し、すぽりと雪香に被せた。そして、小さな体をぎゅうと抱きしめる。

「雪香。これで安心したかな？」

「…………はい」

「ふふ。縛られた時は本当に驚いたな」

「ご、ごめんなさい」

「嬉しかったよ。たまにはあんなプレイも悪くない」

　雪香の頭を撫でながら、柊はくすくすと笑う。恥ずかしくなってぽかりと胸を叩いても、柊の体はびくともしなかった。

「不安になったら気持ちをぶつけていいし、縛りたかったらいくらでも縛ったらいい。雪香にされることなら、俺はなんでも嬉しいよ」

「……もうしません。柊さんにふさわしい妻になりたいですし」

「そうか、そう思ってくれるのも嬉しいな」

　柊はまた楽しそうに笑い、雪香もそれにつられて笑う。

　柊は雪香のすることなら、なんでも喜ぶのかもしれない。それは嬉しいことではあるが、しっかりと気持ちを持たないと楽な方へと流されてしまいそうだ。

（それではダメね）

　柊の隣に堂々と立ちたいのなら、ちゃんと成長しないとならない。

（うん、頑張ろう！　妙な嫉妬なんかしない、どっしりと構えた素敵な妻になれるように！）

　雪香はそう決意をしながら、柊の腕の中で小さく拳を握った。





　＊　＊　＊






　決意を新たにしている様子の妻を、柊は目を細めながら見つめていた。

　貞操帯をつけたいなどという過度すぎる束縛も素直に受け入れ、変わらず無垢な笑顔を向けてくれる雪香。愛らしい嫉妬をし、ささやかな『束縛』を仕掛けてくる雪香。

　──そんな妻が愛おしくて、仕方ない。

　優しくして、骨の髄まで甘やかして、彼女が望むことすべてを受け入れて。完全に、自分に依存させてしまいたい。そんな欲がどろりと黒い澱のような執着とともに心に湧く。

　しかし、この無垢な妻は……健気なことに自身の足できちんと立つことを望んでいる様子だ。

（困ったな。自分の足で立ちたいと願う雪香も……素敵だと思ってしまうのだから）

　自分なしでは生きてはいけない雪香が見たい。けれど、自分の隣に立つために頑張る彼女の姿も見たい。

　どちらの妻も愛らしく、愛おしい存在に変わりはないのだ。

　これから心の天秤がどちらに傾くのか、それは柊にもわからない。けれど……。

「柊さん。私、つまらない嫉妬なんてしないように頑張りますから！　それともっと、しっかりします！」

　腕の中の妻のいじらしい様子を見ていると、『君が望むように』と心の底からそう思えるのが不思議だ。

「たまには、嫉妬をしてくれてもいいんだよ？」

「──ッ！」

　そう言いながら額同士を擦り合わせれば、雪香は言葉に詰まる。

「……柊さんの、甘やかし」

　上目遣いで少し恨めしげに言われ、柊は声を立てて笑った。








【了】









あとがき








　はじめまして、夕ゆう日ひと申します。

　今作『お見合い妻は極上御曹司の不埒な盲愛に抗えません!?』をお読みいただき、ありがとうございます。

　平素はファンタジー＋溺愛ものを中心に執筆しておりまして、濃蜜ラブルージュ様の今作が商業でははじめての御曹司ものとなりました！

　一見物腰柔らかだけれど執着の強い柊と天然気味の雪香のカップルのお話、お楽しみいただけたでしょうか？

　愛が重めの青年の想いをどっしりと受け止める天然女子……という組み合わせは大好物でして、作者本人は書いていて楽しかったです。

　貞操帯という今までチャレンジしていなかったアイテムも出せたのも、とても楽しく……！　言動で愛の重さを演出するのが好きなのですが、アイテムとして視覚的に確認できるもので重たい愛を表現するのもよいものだなとしみじみと思いました。

　サブキャラクターの里中さん夫婦も、美女と野獣的なカップル好きなのでこっそりと性癖を盛り込んだ感じとなりました…！（旦那さんの出番は、お写真だけですが）

　とても楽しく書かせていただいた今作、読者の皆様に楽しんでいただけたら嬉しいなと願うばかりです。

　素敵な表紙を描いてくださった小お島じまちな先生、執筆を真摯に支えてくださった担当編集様も、本当にありがとうございました……！

　また皆様に別の作品でお会いできることを願っております。

　それでは、失礼いたします。






夕日
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